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は
じ
め
に

二
〇
〇
七
年
に
改
正
公
布
さ
れ
た
最
低
賃
金
法
の
も
と
で
、
当
初
問
題
に
な

っ
て
い
た
生
活
保
護
水
準
と
地
域
最
低
賃
金
額
の
逆
転
現
象
は
、
二
〇
一
四
年

秋
発
効
の
平
成
二
六
年
度
分
で
ま
ず
は
解
消
し
た
。
だ
が
そ
の
結
果
、
賃
金

率
、
す
な
わ
ち
、
単
位
時
間
あ
た
り
の
賃
金
額
の
下
限
と
し
て
の
最
低
賃
金
の

あ
る
べ
き
水
準
に
関
す
る
論
議
が
、
改
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
も
そ
も
最
低
賃
金
は
、
労
働
条
件
と
し
て
、
賃
金
率
の
格
差
を
ど
う

設
計
し
、
ど
こ
ま
で
容
認
す
る
か
に
関
す
る
社
会
的
合
意
を
反
映
す
る
も
の
と

い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
特
集
は
、
日
本
国
内
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
主
に
そ
の
水
準

を
め
ぐ
っ
て
概
ね
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
起
き
た
変
化
を
顧
み
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
生
活
保
護
と
の
比
較
に
つ
い
て
、
第
１
節
で
は
法
改

正
と
政
労
使
の
合
意
を
ふ
り
返
り
、
第
２
節
で
は
地
域
別
最
低
賃
金
の
水
準
の

上
昇
に
関
す
る
比
較
や
参
照
の
あ
り
方
に
関
す
る
若
干
の
議
論
を
紹
介
す
る
。

第
二
章
で
は
、
地
域
別
最
低
賃
金
を
賃
金
水
準
の
分
布
と
関
連
づ
け
る
。
第

１
節
で
い
く
つ
か
の
賃
金
指
標
と
の
比
較
を
行
っ
た
あ
と
、
第
２
節
で
は
四
地

域
を
選
ん
で
、
他
の
指
標
と
の
位
置
関
係
が
こ
こ
一
五
年
で
ど
れ
ほ
ど
変
化
し

た
か
を
み
る
。
第
３
節
で
は
、
一
般
労
働
者
の
賃
金
分
布
の
推
移
に
も
と
づ
い

て
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
、
近
年
、
若
年
層
と
高
年
齢
者
の
関
係
に
ど
ん

な
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ
め
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

第
三
章
で
は
、
特
定
最
低
賃
金
な
ど
、
賃
金
率
の
下
限
設
定
に
つ
い
て
労
使

関
係
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
も
の
や
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
独
自
の
取
り
組

み
を
取
り
上
げ
る
。
第
１
節
で
は
法
定
の
特
定
最
低
賃
金
の
現
状
と
賛
否
を
概

観
す
る
。
第
２
節
で
は
単
産
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
、
第
３
節
で
は
船
員

の
最
低
賃
金
の
特
徴
を
み
る
。
第
４
節
で
は
二
つ
の
市
の
公
契
約
条
例
を
取
り

上
げ
る
。

な
お
、
本
文
で
触
れ
て
い
な
い
論
点
の
一
つ
に
、
家
内
労
働
に
関
す
る
規
制

が
あ
る
。
労
働
力
と
い
う
商
品
の
価
格
へ
の
下
限
の
設
定
と
い
う
点
で
最
低
賃

金
制
に
似
通
っ
て
お
り
、
最
低
賃
金
法
の
歴
史
か
ら
み
て
も
隣
接
の
領
域
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
家
内
労
働
法
に
も
と
づ
く
最
低
工
賃
の
設
定
件
数
は
、
八
月

一
日
現
在
、
全
国
で
一
一
三
件
だ
が
、
一
九
八
六
〜
八
八
年
度
の
第
二
次
最
低

工
賃
新
設
・
改
正
計
画
で
二
〇
二
件
と
な
っ
た
の
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
が
続
い

て
き
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
諸
外
国
の
最
低
賃
金
制
や
水
準
に
関
す
る
近
年
の

変
化
も
関
心
を
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
特
集
で
は
わ
ず
か
な
比
較
対
象
を
除
い

て
、
視
野
を
国
内
に
絞
っ
た
。

第
一
章

生
活
保
護
と
の
比
較

１

最
低
賃
金
法
改
正
と
円
卓
会
議

単
身
者
が
地
域
別
最
低
賃
金
で
法
定
労
働
時
間
い
っ
ぱ
い
働
い
て
も
、
収
入

が
生
活
保
護
の
水
準
に
達
し
な
い
と
い
う
乖
離
あ
る
い
は
逆
転
現
象
は
、
二
〇

一
四
年
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定
に
よ
っ
て
、
北
海
道
、
宮
城
、
東
京
、
兵

庫
、
広
島
の
五
つ
の
都
道
県
を
最
後
に
解
消
し
た
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
改
正

最
低
賃
金
法
の
公
布
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
施
行
は
翌
〇
八
年
七
月
一
日
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で
あ
る
。
本
特
集
で
は
こ
の
改
正
最
低
賃
金
法
を
、
便
宜
上
「
二
〇
〇
七
年
改

正
法
」
と
呼
ぶ
が
、「
生
活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
」
を
は
じ
め
と
す

る
こ
の
改
正
法
の
特
徴
の
一
つ
は
、「
地
域
別
最
低
賃
金
の
原
則
」
を
規
定
す

る
第
九
条
に
あ
る
。
そ
の
条
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
地
域
別
最
低
賃
金
の
原
則
）

第
九
条

賃
金
の
低
廉
な
労
働
者
に
つ
い
て
、
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
す
る
た
め
、
地

域
別
最
低
賃
金
（
一
定
の
地
域
ご
と
の
最
低
賃
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
は
、
あ
ま
ね
く

全
国
各
地
域
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
域
別
最
低
賃
金
は
、
地
域
に
お
け
る
労
働
者
の
生
計
費
及
び
賃
金
並
び
に
通
常

の
事
業
の
賃
金
支
払
能
力
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
労
働
者
の
生
計
費
を
考
慮
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合

性
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
法
改
正
が
行
わ
れ
て
も
、
最
低
賃
金
が
一
義
的
に
生
活

保
護
の
水
準
に
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
公
労
使
三
者
構
成

に
よ
る
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
、
や
は
り
公
労
使
三
者
構
成
に
よ
る
目
安
小

委
員
会
の
原
案
を
も
と
に
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
目
安
を
提
示
し
、
そ
れ
を
受

け
て
や
は
り
公
労
使
三
者
構
成
に
よ
る
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が
各
々
の
地
域

別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
と
い
う
方
法
は
、
二
〇
〇
七
年
改
正
法
以
後
も
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
る
。

さ
て
、
本
節
で
は
法
改
正
前
後
か
ら
の
地
域
別
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
流
れ

を
簡
単
に
省
み
る
。
法
改
正
に
少
し
先
行
し
て
、
第
一
次
安
倍
内
閣
の
も
と
で

二
〇
〇
七
年
三
月
に
「
成
長
力
底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
」
が
発
足
し
た
。

こ
の
円
卓
会
議
に
は
、
閣
僚
の
ほ
か
に
一
二
人
の
構
成
員
が
選
ば
れ
た
が
、
う

ち
労
組
関
係
者
は
高
木
剛
連
合
会
長
の
ほ
か
、
小
出
幸
男
Ｊ
Ａ
Ｍ
顧
問
、
桜
田

高
明
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
（
現
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
会
長
の
三
人
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
で
、
規
制
改
革
（
１
）

会
議
が
同
年
五
月
二
一
日
に
発
表
し
た
意
見
書
に
は
、
最

低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
と
、
そ
れ
に
見
合
う
生
産
性
を
発
揮
で
き
な
い
労
働
者

の
失
業
を
も
た
ら
す
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
柳
澤
伯
夫
厚
労
相

か
ら
の
批
判
や
、
そ
れ
で
は
円
卓
会
議
に
つ
き
合
え
な
い
と
い
う
連
合
か
ら
の

反
発
を
受
け
て
、
そ
の
指
摘
は
規
制
改
革
会
議
の
第
一
次
答
申
に
盛
り
込
ま
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う（『
朝
日
新
聞
』二
〇
〇
七
年
五
月
二
八
日
付
）。
い
ず
れ
に

せ
よ
、円
卓
会
議
に
よ
る
同
年
七
月
九
日
の
第
三
回
会
合
の
四
点
の
合
意
に
は
、

最
低
賃
金
法
改
正
案
の
成
立
を
促
す
も
の
の
ほ
か
に
、
次
の
文
言
が
あ
っ
た
。

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
一
九
年
度
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
審
議
を
尊
重
し
つ
つ
本
円
卓
会
議
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
従
来
の
考
え
方
の

単
な
る
延
長
線
上
で
は
な
く
、
雇
用
に
及
ぼ
す
影
響
や
中
小
零
細
企
業
の
状
況
に
も
留
意

し
な
が
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
派
遣
労
働
者
を
含
め
た
働
く
人
の
「
賃
金
の
底
上

げ
」
を
図
る
趣
旨
に
沿
っ
た
引
上
げ
が
図
ら
れ
る
よ
う
十
分
審
議
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
す

る
。

こ
う
し
て
、
〇
七
年
八
月
一
〇
日
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
答
申
に
は
、
公

益
委
員
見
解
と
し
て
「『
現
下
の
最
低
賃
金
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、
成

長
力
底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
に
お
け
る
賃
金
の
底
上
げ
に
関
す
る
議
論
に

も
配
意
し
た
』
調
査
審
議
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
特
段
の
配
慮
を
し
た
う
え

で
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
審
議
し
て
（
２
）

き
た
」
と
い
う
文
言
が
み

ら
れ
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
大
幅
な
目
安
額
の
上
昇
が
、
二
〇
〇
七
年
改
正
法
施

行
前
の
地
方
最
低
賃
金
の
決
定
と
し
て
結
実
し
た
。

翌
〇
八
年
に
な
る
と
、
六
月
二
〇
日
の
円
卓
会
議
第
六
回
会
合
に
お
け
る

『
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
と
最
低
賃
金
の
中
長
期
的
な
引
上
げ
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
（「
円
卓
合
意
」）』
は
、「
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
」
と
と
も
に

「
最
低
賃
金
の
中
長
期
的
な
引
上
げ
」
を
見
出
し
に
掲
げ
た
。
後
者
に
関
し
て

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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も
、
第
三
回
会
合
の
合
意
に
あ
っ
た
「
従
来
の
考
え
方
の
単
な
る
延
長
線
上
で

は
な
」
い
視
点
が
具
体
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
項
目
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

生
活
保
護
基
準
と
の
整
合
性
、
小
規
模
事
業
所
の
高
卒
初
任
給
の
最
も
低
位
の
水
準
と

の
均
衡
を
勘
案
し
て
、
こ
れ
を
当
面
五
年
間
程
度
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
、
政
労

使
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

こ
の
「
当
面
五
年
間
程
度
」
は
、
二
〇
〇
七
年
改
正
法
の
施
行
後
初
め
て
の

〇
八
年
八
月
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
答
申
に
も
、
矛
盾
の
な
い
か
た
ち
で
現

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
低
賃
金
額
と
生
活
保
護
水
準
と
の
「
乖
離
額
」
を

解
消
す
る
の
に
適
当
な
期
間
と
し
て
は
、
原
則
と
し
て
二
年
以
内
、
同
年
度
の

引
き
上
げ
額
が
そ
れ
ま
で
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
に
大
幅
に
な
る
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
三
年
程
度
、
そ
う
し
た
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
も
な
お
地
域
の
経
済
や
雇

用
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
五
年
程
度
と

い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
（
３
）

い
た
。
な
お
、
こ
こ
に
出
て
く
る
「
生
活
保
護
水
準
」

と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
第
２
節
で
触
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
の

法
改
正
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
を
端
緒
と
し
て
、
最
低
賃
金
は
上
昇
し
て
き
た

と
い
え
る
。

そ
の
後
、
〇
九
年
一
一
月
に
鳩
山
内
閣
の
も
と
に
、
労
使
お
よ
び
有
識
者
三

人
ず
つ
の
構
成
に
よ
る
「
雇
用
戦
略
対
話
」
が
設
置
さ
れ
る
。
一
〇
年
六
月
三

日
の
そ
の
第
四
回
会
合
は
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
の
「『
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
目
標
』
の
設
定
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
合
意
に
至
っ
て

い
た
。

○
目
標
案
と
し
て
は
、「
で
き
る
限
り
早
期
に
全
国
最
低
八
〇
〇
円
を
確
保
し
、
景
気
状
況

に
配
慮
し
つ
つ
、
全
国
平
均
一
〇
〇
〇
円
を
目
指
す
こ
と
」
が
考
え
ら
れ
る
。

○
な
お
、
上
記
目
標
案
は
、
新
成
長
戦
略
で
掲
げ
て
い
る
「
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
平
均

で
、
名
目
三
％
、
実
質
二
％
を
上
回
る
成
長
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
経
た
の
ち
の
第
二
次
安
倍
内
閣
の
も
と
で
は
、
内

閣
府
に
よ
り
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
が
二
〇
一
三
年
か
ら
毎

年
六
月
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
と
翌
年
の
も
の
に
あ
っ
た
「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
を
図
り
つ
つ
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
努
め
る
」
と
い

う
表
現
は
、
一
五
年
六
月
の
も
の
か
ら
は
消
え
た
。
そ
の
一
方
で
、「
日
本
再

興
戦
略
」
に
は
、
一
四
年
お
よ
び
一
五
年
六
月
に
「
持
続
的
な
経
済
成
長
に
向

け
た
最
低
賃
金
の
引
上
げ
の
た
め
の
環
境
整
備
」
と
い
う
見
出
し
で
「
す
べ
て

の
所
得
層
で
の
賃
金
上
昇
と
企
業
収
益
向
上
の
好
循
環
が
持
続
・
拡
大
さ
れ
る

よ
う
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上
等
の
た
め
の
支
援
を
図
り

つ
つ
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
努
め
る
」
と
す
る
ほ
ぼ
同
じ
文
言
が
み
ら
れ

る
。こ

れ
ら
の
引
き
上
げ
の
条
件
に
つ
い
て
、
労
働
側
は
と
も
か
く
使
用
者
側

は
、
生
産
性
の
向
上
と
一
体
の
も
の
と
い
う
主
張
を
近
年
繰
り
返
し
て
（
４
）

い
る
。

と
は
い
え
以
上
の
よ
う
な
経
過
で
、
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
水
準
は
大
き
く
上

昇
し
た
。
〇
六
年
秋
発
効
の
平
成
一
八
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
の
全
国
加
重
平

均
額
は
一
時
間
あ
た
り
六
七
三
円
だ
っ
た
が
、
一
五
年
秋
発
効
の
も
の
で
七
九

八
円
と
な
っ
て
い
る
。

２

水
準
の
上
昇
と
比
較
方
法

�

生
活
保
護
と
の
整
合
性

前
節
で
は
「
生
活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
」
が
地
域
別
最
低
賃
金
を

上
昇
さ
せ
る
根
拠
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
み
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
具
体
的
な

算
定
方
法
を
み
て
お
く
。
二
〇
〇
七
年
改
正
法
が
翌
年
七
月
に
施
行
さ
れ
て
か
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ら
初
め
て
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
よ
る
答
申
に
は
、
公
益
委
員
の
次
の
よ

う
な
文
言
が
（
５
）

あ
る
。

公
益
委
員
と
し
て
は
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
手
取
額
で
み
た
最
低
賃
金
額
と
、

衣
食
住
と
い
う
意
味
で
生
活
保
護
の
う
ち
若
年
単
身
世
帯
の
生
活
扶
助
基
準
の
都
道
府
県

内
人
口
加
重
平
均
に
住
宅
扶
助
の
実
績
値
を
加
え
た
も
の
と
を
比
較
す
る
こ
と
が
適
当
と

考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、「
生
活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
」
は
、
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
の
目
安
小
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、
第
１
表
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る

か
た
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
最
低
賃
金
額
の
比
較
対
象
と
し
て
右
記
の
答
申
に

あ
る
文
言
が
第
１
表
一
行
目
に
あ
た
り
、
そ
れ
が
第
１
節
で
触
れ
た
「
生
活
保

護
水
準
」
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
そ
の
後
の
毎
年
の
目
安
小
委
員
会
の
資
料

『
生
活
保
護
と
最
低
賃
金
』
に
、「
都
道
府
県
ご
と
の
最
低
賃
金
と
生
活
保
護
水

準
と
の
乖
離
額
」
と
い
う
か
た
ち
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
最
低
賃

金
額
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
数
値
は
、
法
定
労
働
時
間
い
っ
ぱ
い
働
い
た
場
合
の

一
ヵ
月
の
労
働
時
間
と
、
そ
れ
を
手
取
り
額
で
み
る
た
め
に
税
や
保
険
料
な
ど

の
非
消
費
支
出
を
除
い
た
可
処
分
所
得
の
率
で
あ
る
。

こ
の
比
較
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
点
と
し
て
は
、
働
く
こ
と
を
想
定
し

た
最
低
賃
金
と
の
比
較
に
あ
っ
て
は
、
給
与
所
得
に
か
か
わ
る
「
基
礎
控
除
」

に
あ
た
る
「
勤
労
控
除
」
を
考
慮
し
た
額
も
生
活
扶
助
基
準
に
加
え
る
べ
き
こ

と
や
、
都
道
府
県
の
地
域
に
つ
い
て
一
律
に
な
る
最
低
賃
金
と
の
比
較
に
お

い
て
は
、
県
都
な
ど
の
最
も
高
い
級
地
の
基
準
を
用
い
る
べ
き
こ
と
な
ど
が

（
６
）

あ
る
。
ま
た
、
地
域
間
格
差
の
大
き
い
生
活
保
護
水
準
に
引
き
ず
ら
れ
る
か
た

ち
で
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
格
差
も
拡
大
す
る
と
い
う
懸
念
も
示
さ
れ
て
い
た

（
金
井
二
〇
一
〇
）。
そ
の
ほ
か
、
比
較
に
用
い
る
住
宅
扶
助
の
額
に
は
特
別
基

準
額
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
当
初
か
ら
あ
（
７
）

っ
た
が
、
そ
の
後
の

第１表 ２００８年目安審議における生活保護と最低賃金の比較

・生活扶助基準（１類費＋２類費＋期末一時扶助費）人口加重平均＋都道府県の住宅扶助

実績値

・最低賃金額×１７３．８×０．８６４

注１）生活扶助基準（１類費＋２類費＋期末一時扶助費）は１２～１９歳単身である。

注２）生活扶助基準は冬季加算を含めて算出。

注３）データは平成１８年度のもの。

〔備考〕 中央最低賃金審議会『平成２０年度地域別最低賃金額改定の目安について（答申）平
成２０年８月６日』の別紙２『中央最低賃金審議会目安に関する小委員会報告 平成
２０年８月４日』の別添『生活保護（生活扶助基準（１類費＋２類費＋期末一時扶助
費）＋住宅扶助）と最低賃金』における説明と注を抜き出した。この別添資料には
都道府県別の数値が折れ線グラフで示されている。

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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経
過
を
踏
ま
え
た
次
の
よ
う
な
分
析
が
あ
る
。

最
低
賃
金
と
生
活
保
護
の
比
較
計
算
方
法
に
、
使
用
者
側
・
公
益
代
表
委
員
の
意
見
に

よ
り
「
住
宅
扶
助
実
績
値
」
を
採
用
し
た
た
め
に
、
生
活
保
護
基
準
に
変
化
が
な
く
と
も

生
活
保
護
水
準
が
上
昇
を
続
け
る
と
い
う
奇
妙
な
状
況
が
起
こ
っ
た
。
仮
に
労
働
者
側
委

員
が
主
張
し
た
（
そ
し
て
他
の
審
議
会
で
は
当
然
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
）「
住
宅
扶

助
特
別
基
準
額
」
を
採
用
す
れ
ば
、
生
活
保
護
水
準
の
住
居
費
相
当
部
分
が
翌
年
度
に
自

然
増
す
る
こ
と
は
な
い
（
た
だ
し
、
そ
の
時
に
は
最
低
賃
金
と
生
活
保
護
の
乖
離
額
は
跳

ね
上
が
る
だ
ろ
う
）。「
住
宅
扶
助
実
績
値
」
増
加
の
理
由
は
「
保
護
世
帯
の
住
居
事
情
の

変
化
」
と
し
て
説
明
で
き
る
が
、
毎
年
増
加
す
る
「
住
宅
扶
助
実
績
値
」
を
計
算
式
に
採

用
し
た
こ
と
自
体
が
「
逆
転
現
象
」
の
毎
年
の
発
生
を
招
い
て
い
る
と
い
え
る
。（
桜
井
二

〇
一
四
）

こ
の
ほ
か
、
可
処
分
所
得
や
労
働
時
間
な
ど
最
低
賃
金
制
度
側
の
算
定
が
過

大
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
り
、
実
際
の
目
安
審
議
の
た
め
に
は
論
点
が

多
々
あ
る
。
も
っ
と
も
、
逆
に
い
え
ば
、
最
低
賃
金
を
最
大
限
に
見
積
も
り
、

「
生
活
保
護
水
準
」
を
最
小
限
に
見
積
も
っ
て
も
な
お
最
低
賃
金
の
方
が
低
い

と
い
う
事
態
へ
の
対
処
に
は
あ
ま
り
反
論
の
余
地
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
算

定
方
法
が
現
在
ま
で
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
上
昇
の
原
動
力
に
な
っ
て
き
た

と
い
え
る
。

�

生
活
保
護
に
対
す
る
水
準
の
推
移

二
〇
〇
七
年
改
正
法
に
よ
る
「
生
活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
」
が
前

項
で
み
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
最
低
賃
金
額
と
生
活
保

護
の
相
対
的
水
準
は
、
以
前
と
比
較
し
て
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

を
、
審
議
会
方
式
で
地
域
別
最
低
賃
金
が
決
定
さ
れ
て
い
た
時
期
か
ら
対
照
し

て
い
る
も
の
が
、
第
１
図
で
あ
る
。
東
京
都
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
（
第
１
図

で
は
一
〇
〇
と
し
て
い
る
）
と
、
東
京
都
の
区
部
な
ど
に
該
当
す
る
「
一
級
地

（
８
）

―
一
」
の
生
活
扶
助
基
準
額
を
月
額
ベ
ー
ス
で
比
較
し
た
。
ま
ず
最
低
賃
金
額

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
に
よ
る
東
京
都
の

一
般
労
働
者
（
男
）
の
毎
月
の
所
定
内
実
労
働
時
間
数
を
東
京
都
の
地
域
別
最

低
賃
金
の
時
間
額
に
掛
け
た
数
値
で
あ
る
。
可
処
分
所
得
の
率
も
掛
け
て
い
な

い
額
面
の
数
値
で
あ
り
、
前
節
で
み
た
目
安
審
議
の
た
め
の
数
値
と
は
異
な

る
。
生
活
扶
助
基
準
額
に
は
、
単
身
者
で
は
「
二
〇
歳
以
上
四
〇
歳
以
下
」
の

年
齢
層
を
選
ん
だ
。
年
齢
階
級
ご
と
の
「
第
１
類
」
額
と
世
帯
人
員
ご
と
の

「
第
２
類
」
額
を
単
純
に
合
算
し
た
数
値
の
み
を
用
い
、
冬
季
加
算
を
考
慮
し

て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
「
標
準
世
帯
」
に
つ
い
て
は
冬
季
加
算
額
の
一
二
分

の
五
が
加
え
ら
れ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
数
字
を
用
い
た
が
、「
児
童
養
育
加

算
」
分
は
引
い
た
数
値
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
住
宅
扶
助
は
加
え
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
相
対
的
な
水
準
の
推
移
を
み
る
た
め
の
粗
削
り

の
比
較
で
あ
り
、
同
じ
年
の
相
互
の
水
準
比
較
に
は
適
さ
な
い
。

こ
れ
を
み
る
と
、
ま
ず
一
九
八
五
年
頃
ま
で
は
地
域
別
最
低
賃
金
額
が
生
活

扶
助
基
準
額
ほ
ど
に
は
上
昇
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
一
九

七
六
年
に
い
っ
た
ん
生
活
扶
助
の
方
が
下
が
る
の
は
、
当
時
の
最
賃
共
闘
な
ど

の
社
会
・
労
働
運
動
を
背
景
と
し
て
一
九
七
五
年
暮
れ
に
地
域
別
最
低
賃
金
額

の
大
幅
な
上
昇
が
あ
っ
た
（
吉
村
二
〇
一
〇
）
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
そ
れ
を

除
く
と
、
最
初
の
一
〇
年
間
ほ
ど
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
上
昇
は
、
生
活
扶

助
基
準
の
伸
び
よ
り
も
遅
い
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
台
後
半
以
降
は
、
二
〇
〇
七
年
の
少
し
手
前
ま
で
、

最
低
賃
金
と
生
活
扶
助
基
準
の
間
の
差
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
か
、
標
準
世

帯
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
最
低
賃
金
と
の
差
が
徐
々
に
縮
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
最

低
賃
金
法
の
改
正
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
前
後
か
ら
は
、
最
低
賃
金
に
対
す
る
生

活
扶
助
基
準
の
相
対
的
水
準
は
明
ら
か
に
下
が
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
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は
生
活
扶
助
基
準
の
方
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
、
最
低
賃
金
額
が
相
対
的
に

は
さ
ら
に
急
激
に
伸
び
て
き
て
い
る
。

�

参
照
対
象
と
し
て
の
生
活
保
護

本
節
の
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
二
〇
〇
七
年
改
正
法
の
規
定
す
る
「
生

活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
」
が
、
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
に
わ
た
る
最
低
賃

金
の
上
昇
の
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
、
ほ
ぼ
疑
い
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
生
活
保
護
の
よ
う
な
最
低
生
活
の
保
障
水
準
を

参
照
し
て
最
低
賃
金
額
を
決
め
る
方
法
論
は
、
諸
外
国
と
の
比
較
で
い
う
と
逆

転
し
た
参
照
の
仕
方
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
田

（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
で
は
最
低
賃
金
を
最
低
所

得
基
準
と
み
な
し
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
公
的
扶
助
な
ど
の
社
会
保
障
給
付
の

水
準
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
週
あ
た
り
賃
金
が
同
様
の
基
準
に
な

っ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
、
年
金
が
基
準
に
な
っ
て
他
の
社
会
保
障
給
付

が
決
め
ら
れ
て
い
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
例
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
生
活
保
護
制
度
は
働
い
て
い
る
労
働
者
の
最
低
生
活
を
保
障
す

る
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
制
度
で
あ
り
、
生
活
扶
助

基
準
に
リ
ン
ク
し
て
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
と
い
う
考
え
方
は
逆
立
ち

し
て
」
い
る
と
い
う
指
摘
（
安
井
二
〇
一
四
）
も
み
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
労

働
力
は
販
売
さ
れ
て
こ
そ
再
生
産
さ
れ
る
と
い
う
関
係
が
一
般
化
し
た
近
代
以

降
に
お
い
て
、
失
業
や
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
思
う
よ
う
に
労
働
力
が
売
れ
な
い

と
き
の
所
得
保
障
は
、
働
い
て
い
れ
ば
最
低
限
ど
れ
ほ
ど
の
報
酬
が
得
ら
れ
た

か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
類
推
さ
れ
る
の
が
自
然
と
も
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
い

え
ば
、
参
照
の
向
き
の
違
い
は
、
労
働
力
を
そ
の
販
売
価
格
の
相
場
か
ら
み
る

か
、
そ
の
再
生
産
費
か
ら
み
る
か
と
い
う
違
い
で
も
あ
る
。

（％）

１００

年度

第１図 最低賃金額を１００としたときの生活扶助基準額の推移（東京都、１級地－１）

〔備考〕１） 生活扶助の単身者の数値には冬季加算分を加えていない。１９７４年の生活扶助基準額（単
身男および単身女）については大幅な補正の行われた１０月以降の数値。最低賃金の月額算
定に利用した所定内労働時間は２００９年以降は「男女計」、２００８年以前は「男」のもの。

２）『最低賃金決定要覧』各年、厚生省告示・厚生労働省告示「生活保護法による保護の基
準」。

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
に
お
い
て
は
、
最
低
賃
金
が
一
般
的
な
最
低
生

活
の
保
障
の
指
標
に
な
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
前
項
の
第

１
図
で
み
た
と
お
り
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
四
〇
年
あ
ま
り
の
歴
史
で
、
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
実
証
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
会
編
（
二
〇
〇
九
）
の
よ
う
に
最
低
賃
金
で
生
活

し
て
み
る
と
い
う
実
験
が
行
わ
れ
た
り
、
実
際
の
目
安
小
委
員
会
の
審
議
が

「
賃
金
改
定
状
況
調
査
（
９
）

結
果
」
の
「
第
四
表
」
に
立
脚
し
て
小
規
模
企
業
の
賃

金
上
昇
率
を
主
に
参
照
し
て
き
た
こ
と
が
格
差
の
縮
ま
ら
な
い
原
因
で
あ
る
と

い
う
（
１０
）

批
判
が
提
起
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
目
安
自
体
が
地
域
別
最
低
賃
金
の
上
昇
を
妨
げ
る
と
い
う

懸
念
も
、
目
安
の
導
入
当
初
か
ら
労
働
組
合
側
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
（
１１
）

い
た
。

ち
ょ
う
ど
第
１
図
に
お
い
て
、
生
活
扶
助
基
準
か
ら
最
低
賃
金
水
準
が
大
き
く

引
き
離
さ
れ
は
じ
め
た
の
が
、
目
安
提
示
の
始
ま
っ
た
一
九
七
八
年
で
あ
る
こ

と
は
、
偶
然
の
一
致
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
後
の
経
過
を
み
れ
ば
こ
の
懸
念

が
単
な
る
取
り
越
し
苦
労
だ
っ
た
と
も
い
え
な
い
。

も
っ
と
も
、
生
活
保
護
制
度
を
参
照
す
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
て
か
ら
は
そ

の
点
を
脱
却
で
き
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
神
吉
（
二
〇
一
一
）
は
、
二
〇
〇
七
年
改
正
法
の
あ
と
も
、
こ
ん
ど
は
生

活
保
護
と
ど
の
よ
う
に
比
較
す
る
か
に
つ
い
て
労
使
が
独
自
の
意
見
を
主
張
し

て
隔
た
り
が
埋
ま
ら
ず
、「
結
局
は
生
活
保
護
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
地
域

別
最
低
賃
金
の
目
安
額
に
つ
い
て
も
、
公
益
委
員
見
解
の
み
が
提
示
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
そ
れ
を
現
時
点
で
改
め
て
省
み
る
と
、
こ
こ
数
年
の

地
域
別
最
低
賃
金
の
上
昇
の
原
動
力
は
、
生
活
保
護
水
準
と
の
乖
離
の
解
消
を

機
に
弱
ま
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
二
章

賃
金
分
布
の
反
映
と
し
て
の

地
域
別
最
低
賃
金

第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
最
低
賃
金
額
の
設
定
に
あ
た
っ
て
生
活
保
護
の
よ

う
な
公
的
扶
助
の
仕
組
み
を
参
照
す
る
と
い
う
関
係
の
あ
り
方
は
、
あ
る
意
味

で
逆
転
し
て
い
る
。
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
法
定
最
低
賃
金
の
水
準
が

不
十
分
で
あ
る
と
い
う
以
前
に
、
従
来
日
本
で
形
成
さ
れ
て
き
た
賃
金
相
場

に
、
単
身
者
の
生
計
費
を
下
回
る
も
の
が
組
み
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
併
存
し
て

き
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
生
活
保
護
と
の
比
較
を
離
れ

て
、
賃
金
水
準
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
指
標
を
比
較
し
、
そ
の
分
布
に
近
年
生

じ
た
変
化
を
み
る
。

１

い
く
つ
か
の
賃
金
指
標
と
の
比
較

�

最
若
年
層
の
賃
金
水
準
と
の
比
較

巻
頭
色
刷
り
第
１
図
で
は
、
一
般
的
な
相
場
と
し
て
最
も
低
い
と
思
わ
れ
る

最
若
年
層
の
時
間
あ
た
り
賃
金
と
最
低
賃
金
の
全
国
加
重
平
均
額
の
推
移
を
一

九
八
〇
年
以
降
に
つ
い
て
み
る
と
と
も
に
、
近
年
の
「
影
響
率
」
を
確
認
す

る
。
賃
金
は
、『
賃
金
構
造
基
本
統
計
（
１２
）

調
査
』
の
「
短
時
間
労
働
者
」
の
う

ち
、
最
も
低
年
齢
の
階
級
の
一
時
間
あ
た
り
所
定
内
給
与
額
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
に
お
け
る
「
短
時
間
労
働
者
」
は
、「
常
用

労
働
者
」
の
一
区
分
で
あ
る
。
そ
の
用
語
法
を
第
２
表
に
示
す
。
ま
た
、
影
響

率
と
は
、
例
年
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
目
安
小
委
員
会
資
料
に
よ
る
も
の
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で
、「
最
低
賃
金
額
を
改
正
し
た
後
に
、
改
正
後
の
最
低
賃
金
額
を
下
回
る
こ

と
と
な
る
労
働
者
割
合
」
で
あ
る
。
そ
の
算
定
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
は
厚
生

労
働
省
『
最
低
賃
金
に
関
す
る
基
礎
調
査
』
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
、
近
年
、
最
低
賃
金
と
他
の
指
標
が
と
も
に
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

で
は
、
女
性
の
デ
ー
タ
し
か
な
い
時
期
が
あ
っ
た
り
、
年
齢
階
級
の
区
切
り
方

が
近
年
に
な
っ
て
「
一
九
歳
以
下
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

�

パ
ー
ト
の
賃
金
と
の
比
較

巻
頭
色
刷
り
第
２
図
、
巻
頭
色
刷
り
第
３
図
は
、
や
は
り
『
賃
金
構
造
基
本

統
計
調
査
』
に
よ
り
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
男
女
の
短
時
間
労
働
者
の
一
時
間

あ
た
り
所
定
内
給
与
額
の
平
均
値
お
よ
び
中
位
数
等
の
推
移
を
み
る
と
と
も

に
、
全
国
加
重
平
均
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
推
移
と
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
図
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
国
的
に
み
れ
ば
、
短
時
間

労
働
者
の
下
位
お
よ
そ
一
〇
分
の
一
の
労
働
者
の
賃
金
は
、
す
で
に
全
国
加
重

平
均
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

�
で
み
た
影
響
率
の
上
昇
が
賃
金
分
布
と
し
て
現
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

そ
の
ほ
か
給
与
額
の
推
移
を
み
れ
ば
、
男
女
と
も
、
中
位
数
よ
り
も
平
均
値

の
上
昇
が
大
き
い
。
そ
の
原
因
は
、
下
位
の
労
働
者
の
賃
金
の
上
昇
よ
り
も
、

む
し
ろ
上
位
の
賃
金
分
布
が
よ
り
高
い
方
へ
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
中
位
数
と
第
１
十
分
位
の
間
、
つ
ま
り
下
位
の
側
の
四
割
の

労
働
者
は
男
性
で
二
〇
〇
円
前
後
、
女
性
で
一
六
〇
円
前
後
の
幅
に
分
布
し
て

お
り
、
男
性
で
近
年
い
く
ぶ
ん
そ
の
幅
が
縮
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
女
性
で
は

あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
位
数
と
第

９
十
分
位
の
間
、
つ
ま
り
上
位
の
側
の
四
割
で
は
分
布
幅
が
明
ら
か
に
上
方
に

広
が
っ
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
幅
は
二
〇
〇
五
年
で
男
女
と
も
急
拡
大
し
て
い
る
が
、
こ
の
一

因
は
〇
四
年
に
改
正
さ
れ
、
〇
六
年
に
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
を
義

務
化
し
た
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
、
巻

頭
色
刷
り
第
４
図
に
就
業
形
態
が
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
で
あ
る
労
働
者

第２表 厚生労働省『賃金構造基本統計調査』の用語

「一般労働者」とは、「短時間労働

者」以外の者をいう。

「短時間労働者」とは、同一事業

所の一般の労働者より１日の所定

労働時間が短い又は１日の所定労

働時間が同じでも１週の所定労働

日数が少ない労働者をいう。

〔備考〕１） この区分とは別に、２００４年調査までは、常用労働者について「雇用
期間に定め無し（常用名義）の人」と「雇用期間に定め有り（臨時名
義）の人」の別が調べられていた。（労働政策研究・研修機構「労働統
計用語解説」）http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/yougo/d14.html
（２０１５年１２月アクセス）。
２） 厚生労働省『賃金構造基本統計調査』のウェブサイト。

http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/chinginkouzou.html
（２０１５年１２月）

「常用労働者」

次の各号のいずれかに該当する

労働者をいう。

１ 期間を定めずに雇われている

労働者

２ １か月を超える期間を定めて

雇われている労働者

３ 日々又は１か月以内の期間を

定めて雇われている労働者のう

ち、４月及び５月にそれぞれ１８

日以上雇われた労働者

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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数
の
動
き
を
示
し
て
お
い
た
。
そ
こ
に
示
す
よ
う
に
、
〇
五
年
を
は
さ
ん
で
五

五
〜
六
四
歳
が
歴
然
と
増
加
し
、
〇
二
年
の
一
五
七
万
人
か
ら
一
〇
年
に
は
二

四
四
万
人
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
の
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」

は
勤
め
先
で
の
呼
称
で
あ
り
、
第
２
表
に
挙
げ
た
「
短
時
間
労
働
者
」
の
定
義

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
二
〇
〇
八
年
の
厚
生
労
働
省
『
平
成
二
〇
年
高
年
齢
者
雇
用

実
態
調
査
』
に
よ
る
と
、「
六
〇
歳
以
上
の
高
年
齢
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
の
割
合
は
五
九
・
四
％
（
〇
四
年
の
前
回
調
査
五
〇
・
五
％
）、
全
常

用
労
働
者
に
占
め
る
六
〇
歳
以
上
の
高
年
齢
労
働
者
の
割
合
は
一
〇
・
〇
％

（
同
七
・
（
１３
）

六
％
）」
と
、
四
年
間
で
明
ら
か
に
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
継
続

雇
用
さ
れ
た
労
働
者
の
な
か
に
、
非
正
規
の
雇
用
形
態
の
も
と
で
比
較
的
高
額

の
時
間
あ
た
り
賃
金
で
雇
用
さ
れ
る
高
年
齢
者
が
相
当
数
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
同
法
施
行
規
則
で
「
高
年
齢
者
」
と
は
五
五
歳
以
上
を
さ
す
が
、

本
特
集
で
も
概
ね
同
様
の
年
齢
を
想
定
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
二
〇
〇
五
年
に
は
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
の
用
語
の
区

分
の
変
更
も
あ
り
、
そ
れ
が
と
り
わ
け
有
期
雇
用
に
関
わ
る
区
分
で
回
答
の
数

値
に
影
響
し
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
川
口
二
〇
一
一
）
が
、
こ
こ
の
数
値
の

変
化
に
対
す
る
影
響
は
不
明
で
あ
る
。

�

通
常
の
賃
金
に
対
す
る
比
率
の
国
際
比
較

巻
頭
色
刷
り
第
５
図
は
、
国
ご
と
の
賃
金
の
中
位
数
に
対
す
る
最
低
賃
金
額

の
水
準
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
最
低

賃
金
額
が
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
る
前
の
二
〇
〇
五
年
を
含
め
た
三
つ
の
時
期

の
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
。
こ
の
比
較
か
ら
は
、
二
〇
一
四
年
の
日
本

の
最
低
賃
金
の
水
準
が
四
〇
％
に
及
ば
ず
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で
か
な
り

下
位
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目
安
審
議
の
資
料
に
も
、
こ
れ
と
類

似
の
指
標
は
掲
載
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
所
定
内
給
与
の
「
平
均
値
」
に
対

す
る
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
割
合
で
あ
る
。
そ
の
数
値
は
一
九
七
八
年
か
ら
二

〇
〇
七
年
ま
で
は
三
五
％
か
ら
三
八
％
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
た
が
、
以
後
上

昇
し
、
一
四
年
（
平
成
二
六
年
度
）
で
は
四
二
・
四
％
に
な
っ
て
（
１４
）

い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
間
の
比
較
の
指
標
は
、
賃
金
総
額
の
「
中

位
数
」
で
あ
る
。
こ
の
総
額
に
は
、
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
「
超
過
労
働
給

与
額
」
だ
け
で
な
く
、
特
別
給
与
額
も
す
べ
て
含
ま
（
１５
）

れ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
所
定
内
給
与
額
」、「
き
ま

っ
て
支
給
す
る
現
金
給
与
額
」、
お
よ
び
「
年
間
賞
与
そ
の
他
特
別
給
与
額
」

の
お
の
お
の
平
均
値
と
、「
所
定
内
給
与
額
」
の
中
位
数
で
あ
り
、
賃
金
総
額

の
中
位
数
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
デ
ー
タ
は
、

賃
金
総
額
の
中
位
数

＝

「
所
定
内
給
与
額
」
の
中
位
数
×
（
賃
金
総
額
の
平
均
値
÷
「
所
定
内
給
与
額
」

の
平
均
値
）

と
し
て
算
出
さ
れ
て
い
る
。

�

米
国
連
邦
最
低
賃
金
と
の
比
較

巻
頭
色
刷
り
第
６
図
は
、
日
本
の
地
域
別
最
低
賃
金
を
米
国
の
連
邦
最
低
賃

金
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
米
国
の
場
合
、
一
九
八
〇
年
代
に
最
低
賃
金
水

準
が
貧
困
線
を
下
回
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
が
そ
の
後
の
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ェ

イ
ジ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
つ
の
背
景
と
な
る
。
そ
の
一
方
、
八
五
年
の
プ
ラ

ザ
合
意
以
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
日
本
の
地
域
別
最
低
賃
金
は
連
邦
最
低
賃
金

と
ド
ル
建
て
で
よ
く
似
た
水
準
を
推
移
す
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
一
二
年
以
後
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の
日
本
の
最
低
賃
金
の
水
準
低
下
は
も
ち
ろ
ん
円
安
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
国

内
的
な
額
面
の
上
昇
を
打
ち
消
し
て
余
り
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２

四
地
域
に
お
け
る
最
低
賃
金
の
水
準

最
低
賃
金
額
の
位
置
づ
け
が
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
四
つ

の
地
域
に
つ
い
て
、
お
の
お
の
金
額
の
高
い
指
標
か
ら
順
に
な
ら
べ
、
二
〇
一

第３表 手取りの月額を想定した最低賃金その他の賃金額と標準生計費
の変化

２０１５年（千円）

１６９
１４７
１３４
１２７
１２２
１２１
１１８
１１１

２００
１７７
１７１
１４７
１４３
１３２
１２６
１１８

１６３
１５７
１４７
１３７
１２９
１２５
１１８
１１３

１６３
１４７
１４２
１２９
１２８
１１８
１１８
１０８

〔備考〕１） 東京都の人事院の２つの数値以外は、どれも公表されている数値
そのままではなく、本文に示すように算出した数値である。金額は
百の位を四捨五入した。

２） 福岡県の鉄鋼業最低賃金は正確には「福岡県製鉄業、製鋼・製鋼
圧延業、鋼材製造業最低賃金」。

２人世帯標準生計費
中位数（全国）の５０％
短時間所定内（女）
鉄鋼業最低賃金
１人世帯標準生計費
高卒初任給（女）
中位数（全国）の４０％
地域別最低賃金

２人世帯標準生計費
短時間所定内（女）
高卒初任給（女）
中位数（全国）の５０％
１人世帯標準生計費
地域別最低賃金
（鉄鋼業最低賃金）
中位数（全国）の４０％

短時間所定内（女）
２人世帯標準生計費
中位数（全国）の５０％
高卒初任給（女）
鉄鋼業最低賃金
地域別最低賃金
中位数（全国）の４０％
１人世帯標準生計費

２人世帯標準生計費
中位数（全国）の５０％
短時間所定内（女）
高卒初任給（女）
鉄鋼業最低賃金
１人世帯標準生計費
中位数（全国）の４０％
地域別最低賃金

２０００年（千円）

２０１
１５８
１２６
１２４
１２２
１２０
１１２
９５

２２０
２１４
１５８
１５６
１４２
１３３
１２９
１２６
１１８
１０６

１８３
１５８
１４３
１３３
１２６
１２０
１１３
１０５

１８５
１５８
１２６
１２０
１１８
１１２
１１２
９６

２人世帯標準生計費
中位数（全国）の５０％
中位数（全国）の４０％
１人世帯標準生計費
高卒初任給（女）
短時間所定内（女）
鉄鋼業最低賃金
地域別最低賃金

２人世帯（人事院）
２人世帯標準生計費
中位数（全国）の５０％
短時間所定内（女）
高卒初任給（女）
１人世帯標準生計費
１人世帯（人事院）
中位数（全国）の４０％
鉄鋼業最低賃金
地域別最低賃金

２人世帯標準生計費
中位数（全国）の５０％
短時間所定内（女）
高卒初任給（女）
中位数（全国）の４０％
鉄鋼業最低賃金
１人世帯標準生計費
地域別最低賃金

２人世帯標準生計費
中位数（全国）の５０％
中位数（全国）の４０％
短時間所定内（女）
高卒初任給（女）
１人世帯標準生計費
鉄鋼業最低賃金
地域別最低賃金

北
海
道
（
札
幌
市
）

東
京
都

大
阪
府
（
大
阪
市
）

福
岡
県
（
福
岡
市
）

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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五
年
と
二
〇
〇
〇
年
を
比
較
し
た
も
の
が
第
３
表
で
あ
る
。

そ
の
指
標
は
、
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
、
一
人
世
帯
お
よ
び
二
人
世
帯
標
準
生
計

費
、
全
国
的
な
賃
金
の
中
位
数
の
五
〇
％
お
よ
び
四
〇
％
の
値
、
高
卒
初
任
給

（
女
）、
短
時
間
所
定
内
給
与
（
女
）
で
あ
る
。
各
指
標
と
も
月
額
で
、
千
円
単

位
で
示
し
た
。
な
お
、
生
活
扶
助
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
み
よ
う
と
す

る
大
ま
か
な
高
低
の
順
序
づ
け
か
ら
は
省
い
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ

も
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
う
え
、
生
計
費
と

し
て
ぜ
ひ
生
活
扶
助
基
準
額
に
加
え
て
考
え
た
い
住
宅
扶
助
基
準
額
が
、
い
ち

お
う
の
基
準
は
あ
る
も
の
の
特
別
基
準
を
上
限
と
し
て
世
帯
ご
と
に
変
動
す
る

た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
第
３
表
で
は
、
単
純
に
暦
年
で
比
較
し
た
。
す
な
わ
ち
、
地
域

別
最
低
賃
金
は
概
ね
秋
に
、
ま
た
特
定
最
低
賃
金
は
さ
ら
に
遅
れ
て
年
末
に
発

効
す
る
一
方
で
、『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
の
デ
ー
タ
は
六
月
の
も
の
で

あ
り
、
標
準
生
計
費
は
四
月
を
基
準
に
し
て
い
る
な
ど
、
同
じ
年
で
も
指
標
ど

う
し
が
実
際
に
併
存
す
る
期
間
は
年
末
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
と
な
る
。
指
標
の

算
出
方
法
は
、
以
下
の
囲
み
の
と
お
り
で
あ
る
。

指
標
の
算
出
方
法

各
指
標
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
ま
ず
、
賃
金
に
関
わ
る
指
標
は
、
全
国
と
表
記
し

て
い
る
も
の
を
除
い
て
都
道
府
県
に
関
す
る
数
値
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
額
面
に
二
〇
一
五
年
で
〇
・
八
三
五
を
、
二
〇
〇
〇
年
で
〇
・
八
六
四
を
掛
け
た
。
こ

れ
は
、
賃
金
を
標
準
生
計
費
と
比
較
す
る
場
合
、
所
得
税
や
保
険
料
な
ど
の
「
非
消
費
支

出
」
分
を
控
除
し
て
、
可
処
分
所
得
と
み
な
せ
る
金
額
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
掛
け
率
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
目
安
小
委
員
会
の
資
料
『
生
活
保
護
と

最
低
賃
金
』
の
も
の
を
利
用
し
た
。
第
１
表
で
み
た
よ
う
に
、
地
域
別
最
低
賃
金
額
で
働

い
た
場
合
の
一
ヵ
月
の
収
入
水
準
に
対
応
し
た
可
処
分
所
得
の
掛
け
率
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
掛
け
率
は
、
所
得
水
準
と
各
地
の
住
民
税
等

の
事
情
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
実
態
よ
り
若
干
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
は

い
え
、
本
節
で
は
基
本
的
に
地
域
内
の
賃
金
額
ど
う
し
の
比
較
が
主
眼
で
あ
り
、
地
域
間

の
精
密
な
比
較
を
意
図
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
地
域
別
最
低
賃
金
」
は
、
法
定
の
地
域
別
最
低
賃
金
で
一
ヵ
月
間
法
定
労
働

時
間
い
っ
ぱ
い
働
い
た
場
合
に
、
ど
れ
だ
け
の
手
取
り
収
入
が
得
ら
れ
る
か
を
示
し
た
。

具
体
的
に
は
、
二
〇
一
五
年
の
場
合
、

・
時
間
額
で
示
さ
れ
た
地
域
別
最
低
賃
金
額
×
一
七
三
・
八
時
間
×
〇
・
八
三
五

で
あ
る
。

な
お
、
便
宜
上
、
四
地
域
に
対
し
て
同
じ
掛
け
率
を
用
い
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
も
便
宜
上
、
〇
八
年
の
同
審
議
会
で
初
め
て
示
さ
れ
た
同
様
の
資
料
に

よ
る
〇
・
八
六
四
を
掛
け
率
と
し
て
用
（
１６
）

い
た
。

「
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
」
は
、
法
定
の
特
定
最
低
賃
金
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
鉄
鋼
業

関
係
の
産
業
別
最
低
賃
金
で
あ
る
。
四
地
域
の
い
ず
れ
に
も
あ
り
、
ま
た
、
各
地
域
の
特

定
最
低
賃
金
の
な
か
で
も
比
較
的
高
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
の
指
標
に
入
れ
た
。

同
年
の
「
地
域
別
最
低
賃
金
」
と
同
じ
数
値
を
掛
け
て
、
一
ヵ
月
あ
た
り
の
手
取
り
額
と

し
て
い
る
。

「
高
卒
初
任
給
（
女
）」
は
、『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
に
よ
る
新
規
学
卒
者
の
初

任
給
額
の
う
ち
、「
高
校
卒
」
の
「
女
」
を
都
道
府
県
ご
と
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
同
年

の
「
地
域
別
最
低
賃
金
」
と
同
じ
数
値
を
掛
け
て
一
ヵ
月
あ
た
り
の
手
取
り
額
と
し
て
い

る
。「

短
時
間
所
定
内
（
女
）」
は
、『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
に
よ
る
短
時
間
労
働
者

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
）
の
一
時
間
あ
た
り
所
定
内
給
与
額
の
平
均
値
を
「
女
」
に
つ

い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
年
の
「
地
域
別
最
低
賃
金
」
と
同
じ
数
値

を
掛
け
て
一
ヵ
月
あ
た
り
の
手
取
り
額
を
導
い
た
。
た
だ
し
、「
短
時
間
労
働
者
」
が
一

ヵ
月
の
法
定
労
働
時
間
い
っ
ぱ
い
働
く
と
想
定
す
る
こ
と
に
は
、
定
義
上
、
無
理
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
給
与
額
を
最
低
賃
金
額
等
と
比
較
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
一

ヵ
月
の
標
準
生
計
費
と
比
較
す
る
た
め
に
、
同
じ
賃
金
率
に
よ
る
フ
ル
タ
イ
ム
を
仮
定
し

た
指
標
と
し
た
。
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「
中
位
数
（
全
国
）
の
四
〇
％
」
お
よ
び
「
五
〇
％
」
は
、
や
は
り
『
賃
金
構
造
基
本

統
計
調
査
』
に
よ
り
、
通
常
の
賃
金
額
を
も
と
に
し
た
指
標
で
あ
り
、
巻
頭
色
刷
り
第
５

図
に
示
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
比
較
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

・
中
位
数＝
「
所
定
内
給
与
額
」
の
中
位
数
×
（「
き
ま
っ
て
支
給
す
る
現
金
給
与
額
」
の

平
均
値
＋「
年
間
賞
与
そ
の
他
特
別
給
与
額
」
の
平
均
値
÷
一
二
）÷「
所
定
内
給
与

額
」
の
平
均
値

と
し
て
計
算
し
た
。
こ
の
指
標
は
、
全
国
的
な
賃
金
の
中
位
数
の
四
〇
％
ま
た
は
五
〇
％

の
水
準
が
、
各
々
の
地
域
に
お
い
て
そ
の
他
の
指
標
と
の
比
較
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ

る
か
を
示
す
も
の
で
、
四
地
域
に
共
通
の
数
値
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

ほ
か
の
賃
金
関
係
の
指
標
と
同
じ
可
処
分
所
得
の
率
を
掛
け
た
。

標
準
生
計
費
は
、
四
都
道
府
県
の
各
人
事
委
員
会
に
よ
る
二
〇
〇
〇
年
お
よ
び
二
〇
一

五
年
の
『
職
員
の
給
与
に
関
す
る
報
告
と
勧
告
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
生
計
費
資
料
に
よ

る
。
各
々
、
札
幌
市
、
東
京
都
、
大
阪
市
、
福
岡
市
に
関
す
る
数
値
で
あ
る
。
な
お
、
東

京
都
の
二
〇
〇
〇
年
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
に
よ
る
も
の
も
示
し
て
お
い
た
。
た
と
え
ば

『
平
成
一
三
年
度
版
最
低
賃
金
決
定
要
覧
』
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
二
〇
〇
〇
年
の
一
人

世
帯
に
つ
い
て
の
も
の
は
、
こ
ち
ら
の
数
値
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
標
準
生
計
費
の
数
値
は
変
動
が
大
き
く
、
単
年
度
で
比
較
の
対
象

に
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
表
に
用
い
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
つ
い
て
は
一
九

九
九
年
、
一
九
九
八
年
の
数
値
と
の
三
年
間
の
平
均
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
に
つ
い
て
は

同
じ
く
一
四
年
、
一
三
年
の
数
値
と
の
三
年
間
の
平
均
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
阪
市
に
つ

い
て
は
、
一
九
九
八
年
ま
で
調
査
が
中
断
し
て
い
た
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
の
数
値
は
一
九

九
九
年
と
の
二
年
間
の
平
均
値
と
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
五
年
を
比
較
す
る
と
、
地
域
別
最
低
賃
金
は
二
〇
〇

〇
年
に
は
四
地
域
す
べ
て
で
最
低
の
指
標
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
五
年
に
は

東
京
都
と
大
阪
府
で
中
位
数
の
四
〇
％
水
準
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
章

第
１
節
�
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
比
較
に
み
た
と
お
り
、
地
域
別
最
低
賃
金
は
全

国
加
重
平
均
で
み
る
と
中
位
数
の
四
〇
％
に
達
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
水
準
の
高
い
地
域
で
の
こ
う
し
た
序
列
の
変
化
は
、

ま
さ
に
二
〇
〇
七
年
改
正
法
以
降
の
引
き
上
げ
の
結
果
と
い
え
る
。
と
は
い

え
、
中
位
数
そ
れ
自
体
の
水
準
が
一
五
年
前
よ
り
も
下
が
っ
て
い
る
こ
と
に
は

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
東
京
都
で
は
、
高
卒
初
任
給
（
女
）

が
中
位
数
（
全
国
）
の
五
〇
％
を
超
え
、
全
国
最
高
額
の
地
域
別
最
低
賃
金
を

は
じ
め
、
東
京
の
賃
金
水
準
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

次
に
、
東
京
都
の
よ
う
に
、
地
域
別
最
低
賃
金
よ
り
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
の
ほ

う
が
低
い
地
域
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
章
で
触
れ
る
が
、
東
京
都

で
は
地
域
別
最
低
賃
金
が
す
べ
て
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
を
上
回
り
、

そ
の
結
果
、
特
定
最
低
賃
金
は
設
定
さ
れ
な
が
ら
も
適
用
さ
れ
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
第
３
表
の
表
中
で
は
カ
ッ
コ
書
き
に
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
地
域
別
最
低
賃
金
の
目
安
ラ
ン
ク
で
み
る
と
、
東

京
都
と
大
阪
府
は
Ａ
ラ
ン
ク
、
北
海
道
と
福
岡
県
は
Ｃ
ラ
ン
ク
で
あ
る
。
ま

た
、
四
地
域
の
な
か
で
、
二
〇
〇
七
年
改
正
法
の
も
と
、
生
活
保
護
水
準
と
最

低
賃
金
額
の
逆
転
が
一
度
も
生
じ
な
か
っ
た
の
は
福
岡
県
の
み
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
卒
初
任
給
（
女
）
と
地
域
別
最
低
賃
金
の
差
は
、
北
海
道
と

大
阪
府
で
は
一
万
円
程
度
ま
で
縮
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
変
化
は
四
地
域

で
様
々
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
京
都
で
は
四
万
円
近
く
ま
で
開
き
、
福
岡
県

で
は
二
万
円
強
で
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
海
道
や
大
阪
府

で
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
ほ
ぼ
始
点
に
あ
た
る
こ
の
高
卒
初
任
給
（
女
）
の
平
均

値
が
、
月
一
万
円
、
す
な
わ
ち
時
間
あ
た
り
で
は
額
面
七
〇
円
程
度
の
差
で
、

地
域
別
最
低
賃
金
額
の
上
位
に
ひ
か
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
一
方
で
、
短
時
間
労
働
者
の
所
定
内
給
与
（
女
）
は
、（
仮
に
フ
ル
タ

イ
ム
で
一
ヵ
月
働
い
た
場
合
）
高
卒
初
任
給
（
女
）
を
四
地
域
す
べ
て
で
上
回

る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
大
阪
府
で
は
最
も
上
位
の
指
標
と
な
り
、
高
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卒
初
任
給
（
女
）
よ
り
二
万
六
〇
〇
〇
円
高
い
。
東
京
都
で
は
差
が
縮
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
北
海
道
、
大
阪
府
お
よ
び
福
岡
県
で
は
、
一
五
年
前
に
は
よ
く

似
た
水
準
だ
っ
た
も
の
が
、
高
卒
初
任
給
（
女
）
の
ほ
う
が
は
っ
き
り
下
回
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
標
の
順
位
の
変
化
か
ら
、
本
章
第
１
節
�

で
み
た
よ
う
に
、
短
時
間
労
働
者
の
労
働
市
場
の
変
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。標

準
生
計
費
は
、
二
人
世
帯
の
も
の
は
基
本
的
に
第
３
表
の
な
か
で
最
高
位

の
指
標
で
あ
る
が
、
一
五
年
の
大
阪
市
に
お
い
て
の
み
短
時
間
所
定
内
（
女
）

を
下
回
っ
た
。
一
人
世
帯
の
標
準
生
計
費
に
対
し
て
は
、
地
域
別
最
低
賃
金
が

二
〇
〇
〇
年
に
四
地
域
で
す
べ
て
下
回
っ
て
い
た
が
、
一
五
年
に
は
一
万
円
余

り
の
差
ま
で
近
接
し
、
大
阪
市
で
は
地
域
別
最
低
賃
金
の
方
が
一
万
二
〇
〇
〇

円
ほ
ど
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一
五
年
間
の
賃
金
中
位
数

（
全
国
）
の
下
落
の
の
ち
も
、
な
お
そ
の
四
〇
％
を
一
人
世
帯
標
準
生
計
費
が

下
回
っ
て
い
る
の
は
、
四
地
域
の
な
か
で
大
阪
市
の
み
で
あ
る
。

３

一
般
労
働
者
の
賃
金
分
布

賃
金
分
布
あ
る
い
は
賃
金
格
差
は
、
所
得
格
差
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

大
き
な
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
連

合
・
賃
金
レ
ポ
ー
ト
二
〇
一
五
―
―
不
平
等
は
経
済
成
長
を
阻
害
す
る
』（
二

〇
一
五
年
一
一
月
五
日
掲
載
）
に
は
、
厚
生
労
働
省
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
』
に
も
と
づ
く
多
く
の
分
析
結
果
の
な
か
で
、「
７.

賃
金
分
散
の
推
移
と

現
状
」
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「『
賃
金
格
差
拡
大
』
が
注
目
さ
れ
る
今

日
、『
同
年
代
の
間
で
の
賃
金
格
差
』
に
目
を
向
け
る
べ
き
と
考
え
」
て
の
こ

と
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
九
七
年
に
比
べ
た
二
〇
一
四
年
の
賃
金
の

下
落
の
度
合
い
は
、
ど
の
年
齢
層
で
も
賃
金
水
準
の
高
位
者
の
方
が
小
さ
く
低

位
者
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
格
差
が
拡

大
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
本
節
の
目
的
は
、
総
じ
て
ど
ん
な
年
齢
層
に
低
賃
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
労
働
者
が
多
い
の
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
年
功
賃
金

カ
ー
ブ
か
ら
い
え
ば
、
若
年
層
が
低
賃
金
で
あ
る
こ
と
は
な
る
ほ
ど
自
明
で
あ

ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
高
年
齢
者
に
つ
い
て
は
中
期
的
に
あ
る
程
度
変
化
が
み
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
影
響
が
ど
こ
に
ど
う
及
ぶ
か

が
検
討
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

�

分
布
特
性
値
か
ら
わ
か
る
こ
と

厚
生
労
働
省
の
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
で
は
、
例
年
、「
一
般
労
働

者
」
に
つ
い
て
「
年
齢
階
級
、
所
定
内
給
与
額
階
級
別
労
働
者
数
及
び
所
定
内

給
与
額
の
分
布
特
性
値
」（
以
下
、
階
級
別
分
布
表
と
い
う
）
が
公
表
さ
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、「
一
般
労
働
者
」
の
定
義
は
第
２
表
に
示
し
た
と
お
り
で

あ
る
。
ま
ず
、
階
級
別
分
布
表
に
よ
り
、
一
般
労
働
者
の
所
定
内
給
与
額
の
ば

ら
つ
き
の
推
移
を
み
た
の
が
第
４
表
で
あ
る
。
同
表
か
ら
、
所
定
内
給
与
額
の

分
散
係
数
に
は
若
干
の
拡
大
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
要
因
に
は
、
た
と
え
ば

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
る
六
〇
歳
以
後
の
雇
用
の

拡
大
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
全
体
と
し
て
長
期
的
な
賃
金
格
差
の
拡
大
傾
向
が
表

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
値
は
省
略
す
る
が
、
一
般
労

働
者
の
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
所
定
内
給
与
額
は
、
平
均
値
と
中
位
数
の
差
が
や

や
拡
大
し
、
一
三
年
以
降
、
全
体
の
水
準
に
い
く
ぶ
ん
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
る

に
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
本
章
第
１
節
�
に
つ
い
て
巻
頭
色
刷
り

第
２
図
、
第
３
図
に
示
し
た
短
時
間
労
働
者
の
賃
金
分
布
と
類
似
し
て
い
る
。
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そ
の
一
方
で
、
階
級
別
分
布
表
で
示
さ
れ
て
い
る
分
散
係
数
に
は
、
年
齢
階

級
別
の
も
の
も
あ
る
。
お
お
む
ね
高
年
齢
に
な
る
ほ
ど
そ
の
数
値
は
上
昇
す
る

か
ら
、
年
齢
を
追
っ
て
給
与
の
ば
ら
つ
き
が
増
す
と
い
う
経
験
則
は
裏
づ
け
ら

れ
よ
う
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
全
年
齢
階
級
を
通
じ
て
、
低
賃
金
の
労
働
者
が
ど

の
年
齢
層
に
ど
の
程
度
分
布
し
て

い
る
か
確
認
で
き
れ
ば
、
最
低
賃
金
上
昇
の
影
響
が
ど
の
年
齢
層
に
出
や
す
い

か
が
予
測
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
で
は
、
す
で
に
若
年
層
、
そ
れ
も

一
〇
代
の
若
者
に
注
目
し
て
、
低
賃
金
の
労
働
者
層
の
雇
用
の
減
少
が
み
ら
れ

た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
一
〇
代
の
労
働
力
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

て
い
る
の
は
、「
就
業
機
会
を
得
る
こ
と
は
職
業
訓
練
の
機
会
を
得
る
こ
と
で

第４表 一般労働者の所定内給与額の分散係数の推移（年齢計）

２０１５

０．６０

０．３０

０．４８

０．２３

〔備考〕１） 十分位分散係数＝（第９・十分位数－第１・十分位数）／（２×中位
数）、四分位分散係数＝（第３・四分位数－第１・四分位数）／（２×中位
数）。

２） 厚生労働省『賃金構造基本統計調査』各年。

２０１０

０．５７

０．２９

０．４７

０．２３

２０００

０．５５

０．２８

０．４５

０．２１

１９９０

０．５６

０．２８

０．４６

０．２１

年

十分位分散係数（男）

四分位分散係数（男）

十分位分散係数（女）

四分位分散係数（女）

第５表 １０代と６０代以上の労働時間数、給与額、および労働者数

（一般労働者）

うち
１０万円台

十人

２２５，００６

１１，２８９

２９，０６０
１３，９４７
４，６８８

２００，９９２

１３，４０１

１３，７５２
８，４５３

２９０，３８２

６，９７２

２１，３１３
７，１７７
１，８４５

３２８，４１８

１１，４７１

１１，７１３
４，７６２

〔備考〕１）２０００年の「～１９歳」は「～１７歳」と「１８～１９歳」の合算。労働者
数の「うち１０万円台」は、所定内給与額が１００．０～１９９．９千円の労働
者数。

２） 厚生労働省『賃金構造基本統計調査』２０００年および２０１５年。

労働者数

十人

１，４９２，７２０

１３，１５４

９８，４４６
３３，７０７
９，５４４

１，６００，８９５

１５，２８１

４８，０５７
２１，６４６

７４７，９３０

７，５３６

３６，２４０
１２，０２３
３，５３４

６８０，３５０

１２，０３６

１８，０６４
７，２６３

所定内
給与額

千円

３３５．１

１７５．７

２９１．９
２６４．６
２６８．２

３３６．８

１６９．４

２９０．７
２６３．９

２４２．０

１６５．０

２２１．８
２２３．９
２３０．７

２２０．６

１５７．３

１９８．２
１９７．３

所定内
実労働
時間数
時間

１６５

１６９

１６５
１６７
１６９

１６８

１７１

１６９
１６８

１６２

１６９

１６３
１６３
１６３

１６６

１７１

１６７
１６６

年齢

２０１５年 年齢計

～１９歳

６０～６４歳
６５～６９歳
７０歳～

２０００年 年齢計

～１９歳

６０～６４歳
６５歳～

２０１５年 年齢計

～１９歳

６０～６４歳
６５～６９歳
７０歳～

２０００年 年齢計

～１９歳

６０～６４歳
６５歳～

男

女
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も
あ
」（
川
口
・
森
二
〇
一
三
）
る
年
代
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
さ
し
あ
た
り
、
低
賃
金
の
労
働
者
が
相
当
数
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ

る
も
う
一
方
の
年
齢
層
で
あ
る
六
〇
歳
以
上
も
含
め
て
、
階
級
別
分
布
表
か
ら

端
的
な
年
齢
階
級
別
の
デ
ー
タ
を
み
た
も
の
が
第
５
表
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
所
定
内
給
与
額
が
一
〇
万
円
台
と
い
う
比
較
的
低
賃
金
の
労
働
者
が
、
こ

こ
一
五
年
の
間
に
六
〇
歳
以
上
に
相
当
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
労
働

者
の
労
働
者
数
自
体
が
一
〇
代
で
減
り
、
六
〇
歳
以
上
で
増
え
て
い
る
か
ら
当

然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
〇
万
円
台
の
労
働
者
の
な
か
で
は

六
〇
歳
以
上
の
存
在
感
の
ほ
う
が
は
る
か
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
定
年
後
の
再
雇
用
に
際
し
て
労
働
条
件
が
格
段
に
下
が
る
こ
と
は
指
摘

さ
れ
て
（
１７
）

き
た
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
就
労
な
ど
の
自
営
的
就

業
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば「
雇
用
」と
の
境
界
線
の
曖
昧
な
働
き
方
が
賃
金
の
相

場
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
も
予
想
で
き
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
知
ろ
う
と

し
て
い
る
賃
金
分
布
の
背
景
で
あ
っ
て
、分
布
そ
れ
自
体
の
特
徴
で
は
な
い
。

�

賃
金
階
級
別
の
度
数
分
布

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
分
布
そ
れ
自
体
の
近
年
の
変
容
を
視
覚
的
に
つ
か
む

た
め
、
第
２
図
（
１
〜
６
）
を
示
す
。
こ
れ
も
、『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
』
の
階
級
別
分
布
表
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
、
あ
る
年
齢
で
あ
る
給
与
を

受
け
と
っ
て
い
る
一
般
労
働
者
の
相
対
的
な
度
数
分
布
の
推
移
で
あ
る
。
縦
と

横
の
目
盛
り
線
の
交
点
は
、
階
級
別
分
布
表
に
示
さ
れ
て
い
る
年
齢
お
よ
び
賃

金
の
階
級
を
表
し
、
等
高
線
は
、
そ
れ
ら
の
交
点
ご
と
の
相
対
度
数
の
値
を
地

図
上
の
高
さ
の
よ
う
に
み
な
し
て
、
一
％
刻
み
の
高
さ
で
結
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
最
も
外
縁
の
等
高
線
が
一
％
で
あ
り
、
目
盛
り
線
の
全
交
点
の
高
さ
の
数

値
を
合
計
す
る
と
一
〇
〇
％
に
な
る
。
な
お
、
も
と
の
階
級
別
分
布
表
で
は
、

所
定
内
給
与
額
階
級
は
、
た
と
え
ば
「
一
〇
〇
・
〇
〜
一
一
九
・
九
千
円
」、

「
一
二
〇
・
〇
〜
一
三
九
・
九
千
円
」
等
と
、
ま
た
、
年
齢
階
級
は
、「
〜
一
九

歳
」、「
二
〇
〜
二
四
歳
」
等
と
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
適
宜
合
算
の

う
え
、
一
〇
万
円
台
、
二
〇
代
前
半
等
と
表
現
し
て
い
る
。

第
２
図
（
１
、
３
、
５
）
か
ら
、
男
性
労
働
者
に
関
し
て
読
み
取
れ
る
大
き

な
変
化
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
一
九
九
〇
年
に
は
、
二
〇
代
前

半
か
ら
四
〇
代
前
半
に
か
け
て
、
右
上
方
に
向
く
比
較
的
は
っ
き
り
と
し
た
稜

線
が
七
％
か
ら
五
％
の
高
さ
で
み
ら
れ
、
年
齢
階
級
ご
と
に
、
あ
る
賃
金
階
級

に
分
厚
い
中
堅
層
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
そ
の
尾

根
筋
が
四
〇
代
後
半
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
低
く
延
び
る
よ
う
に
な
り
、
一
定

数
の
中
高
年
齢
者
が
低
位
の
賃
金
階
級
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

二
〇
一
五
年
に
な
る
と
、
尾
根
が
総
じ
て
低
く
な
り
、
ま
た
形
も
く
ず
れ
て

く
る
。
さ
ら
に
、
六
五
歳
以
上
で
一
〇
万
円
台
の
労
働
者
が
全
体
の
一
％
以
上

に
な
る
な
ど
、
図
の
右
下
へ
、
つ
ま
り
高
年
齢
者
の
低
賃
金
を
示
す
領
域
へ
、

台
地
状
の
分
布
の
広
が
り
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し

て
、
年
齢
階
級
に
応
じ
た
中
堅
層
の
賃
金
額
は
し
だ
い
に
不
明
瞭
に
な
る
一
方

で
、
低
賃
金
が
高
年
齢
者
に
も
若
年
層
と
同
様
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
じ
く
第
２
図
（
２
、
４
、
６
）
で
女
性
労
働
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
一
九

九
〇
年
に
は
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
も
っ
た
稜
線
が
左
右
に
延
び
て
い
る
と
こ
ろ
が

目
立
ち
、
し
か
も
二
〇
代
前
半
の
ピ
ー
ク
が
一
〇
％
と
高
い
。
こ
の
稜
線
は
、

女
性
の
一
般
労
働
者
の
大
多
数
の
所
定
内
給
与
が
一
〇
万
円
台
だ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
階
級
別
分
布
表
の
原
数
値
で
一
〇
万
円
台
に
分
布

す
る
の
は
七
三
一
万
人
中
五
三
〇
万
人
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
労
働
者
数
は
賃

金
の
加
重
平
均
額
を
求
め
る
た
め
に
統
計
処
理
の
過
程
で
導
か
れ
た
も
の
で
あ
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第２図 一般労働者の年齢階級別、賃金階級別の度数分布の推移（％）

２ １９９０年（女）

４ ２０００年（女）

６ ２０１５年（女）

〔備考〕１） 等高線１本が１％を示す。縦軸の金額は１か月の所定内給与額。
２） 厚生労働省『賃金構造基本統計調査』各年。

１ １９９０年（男）

３ ２０００年（男）

５ ２０１５年（男）

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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り
、
実
際
の
労
働
者
数
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
調
査
結
果
で
は
な
い
。

二
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
、
二
〇
代
前
半
の
ピ
ー
ク
は
さ
ら
に
高
く
一
二
％
以

上
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
二
〇
代
前
半
か
ら
後
半
ま
で
右
上
方
へ
む
か
う
短

い
尾
根
筋
が
で
き
て
お
り
、
わ
ず
か
で
も
年
功
的
な
賃
金
カ
ー
ブ
上
で
の
多
数

派
の
形
成
が
窺
わ
れ
る
が
、
そ
の
尾
根
筋
は
男
性
よ
り
早
く
三
〇
代
後
半
か
ら

右
下
方
に
向
か
い
、
年
上
の
ほ
う
が
低
賃
金
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
ま
た
、
分
布
が
拡
散
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
、
格
差
が
生
じ
て
き
た
こ
と
も

感
じ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
五
年
に
は
山
が
低
く
な
っ
て
ピ
ー
ク
は
二
〇
代
後
半
に
移

り
、
以
後
二
〇
万
円
台
で
右
向
き
に
つ
づ
く
尾
根
筋
が
、
四
〇
代
前
半
か
ら
右

下
方
へ
な
だ
ら
か
に
長
く
延
び
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
程
度
の
賃
金
階
級
の
範

囲
に
労
働
者
が
ま
ん
べ
ん
な
く
分
布
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賃

金
格
差
も
拡
大
し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
が
、
高
年
齢
の
低
賃
金
層
の
出
現
は

男
性
労
働
者
よ
り
も
早
く
、
二
〇
〇
〇
年
に
も
す
で
に
窺
わ
れ
る
。

男
女
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
よ
う
な
変
化
は
、
さ
き
ほ
ど
の
第
４
表
の
分

散
係
数
か
ら
は
読
み
と
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
確
認
の
た
め
に
つ
け
加

え
れ
ば
、
高
年
齢
の
男
女
と
も
に
み
ら
れ
る
こ
の
所
定
内
給
与
額
の
低
さ
は
、

お
そ
ら
く
労
働
時
間
の
短
さ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
５
表
に
示
し
た
よ
う

に
、
こ
の
年
齢
階
級
の
男
女
の
一
般
労
働
者
の
平
均
的
な
所
定
内
実
労
働
時
間

は
、
一
九
歳
以
下
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
む
し
ろ
長
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
、
労
働
時
間
は
通
常
で
も
所
定
内
給
与
額
の
低
い

集
団
が
、
高
年
齢
側
に
お
い
て
も
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
若

年
層
と
同
水
準
の
低
賃
金
で
働
く
高
年
齢
者
が
、
一
般
労
働
者
と
し
て
も
ウ
ェ

イ
ト
を
増
し
て
お
り
、
そ
れ
は
本
章
の
１
�
で
触
れ
た
高
年
齢
の
「
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
」
の
増
加
と
も
並
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
第
５
表
お
よ
び
第
２
図
（
１
〜
６
）
に
よ
り
、
と
り
わ
け
二
〇

一
五
年
の
男
性
に
高
年
齢
側
の
低
賃
金
層
の
分
布
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
最
低
賃
金
額
の
上
昇
が
続
く
と
、
一
〇

代
や
二
〇
代
前
半
な
ど
の
若
年
層
の
雇
用
は
、
高
年
齢
者
へ
置
き
換
え
ら
れ
や

す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
以
前
の
よ
う
に
高
年
齢
者
が
比
較
的
高

賃
金
で
あ
る
と
い
う
障
壁
が
低
く
な
り
、
若
年
層
と
同
条
件
で
働
こ
う
と
す
る

高
年
齢
者
が
増
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
後
の
最
低
賃
金
の

上
昇
に
際
し
て
、
若
年
層
の
み
な
ら
ず
、
障
が
い
者
な
ど
も
含
む
既
存
の
低
賃

金
層
の
雇
用
を
縮
小
し
な
い
制
度
上
の
工
夫
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
本
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
般
労
働
者
の
賃
金
の
分
布
の

変
化
か
ら
も
そ
う
し
た
必
要
性
は
読
み
取
れ
る
と
い
え
る
。

第
三
章

特
定
最
低
賃
金
な
ど
の
下
限
設
定

１

特
定
最
低
賃
金
を
め
ぐ
る
議
論

二
〇
〇
七
年
改
正
法
に
謳
わ
れ
る
特
定
最
低
賃
金
は
、「
新
」
産
業
別
最
低

賃
金
と
し
て
現
在
の
決
め
方
に
な
っ
て
か
ら
、
概
ね
三
〇
年
を
経
た
制
度
で
あ

る
。
一
九
八
〇
年
代
な
か
ば
の
検
討
を
経
て
、
八
六
年
に
『
現
行
産
業
別
最
低

賃
金
の
廃
止
及
び
新
産
業
別
最
低
賃
金
へ
の
転
換
等
に
つ
い
て
（
昭
和
六
一
年

二
月
一
四
日
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
答
申
）』
が
出
さ
れ
、
そ
こ
に
別
添
さ
れ

た
「
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
運
用
方
針
」
に
沿
っ
て
設
定
さ
れ
て
き
た
。
同
方
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針
に
示
さ
れ
て
い
る
申
し
出
の
要
件
別
に
、「
労
働
協
約
ケ
ー
ス
」
と
「
公
正

競
争
ケ
ー
ス
」
が
あ
り
、
し
だ
い
に
前
者
へ
の
転
換
が
進
ん
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
特
定
最
低
賃
金
が
地
域
別
最
低
賃
金
を
下
回
る
と

い
う
事
態
が
起
き
て
い
る
。
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
地
域
で
は
、
す
べ
て
地
域

別
最
低
賃
金
の
ほ
う
が
特
定
最
低
賃
金
よ
り
も
高
く
な
っ
た
。
第
６
表
の
発
効

年
月
日
を
み
て
も
、
特
定
最
低
賃
金
は
廃
止
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
金
額
の
改

定
の
滞
っ
て
い
る
例
が
二
〇
一
〇
年
前
後
か
ら
目
立
つ
。
ま
た
、
特
定
最
低
賃

金
全
体
の
件
数
は
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
度
に
二
五
一
件
に
達
し
て
以

降
、
減
少
に
転
じ
た
。
そ
の
ほ
か
、
旧
法
に
あ
っ
た
「
労
働
協
約
に
基
づ
く
地

域
的
最
低
賃
金
」
も
二
〇
〇
七
年
改
正
法
で
は
規
定
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
残

第６表 地域別最低賃金額が特定最低賃金額を上回っている例（２０１６
年２月１０日現在）

発効年月日

１９９９．１２．３１

１９９９．１２．３１

２０１４．３．２３

２０１０．１２．３１

２０１０．１２．３１

２０１２．２．１８

２０１２．１２．３１

２００９．１２．３１

２０１５．３．１

２０１４．３．１５

２０１０．１２．２０

２０１３．３．１

２０１５．３．１

２０１３．３．１

２０１１．１２．２１

２００８．１２．１６

１９９８．１２．１５

２００３．１２．１５

２０１０．１２．１８

１９９７．１２．２１

２０１４．１２．２６

２０１３．１２．１１

２０１３．１１．２３

〔備考〕 厚生労働省ウェブサイト「特定最低賃金の全国一覧」より作成。

時間額
（円）

７２６

７２３

８７１

８３２

８２９

８３８

８５７

７９２

８９４

８７４

８２１

８５７

８９０

８５５

８４２

７３２

７３９

７６２

７６５

７４１

６９３

６８３

６８６

日額
（円）

５，８０５

５，７８６

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

５，９０７

－

－

５，９２６

－

－

－

特定最低賃金

一般機械器具製造業

電気機械器具製造業

鉄鋼業

はん用機械器具、生産用
機械器具製造業

業務用機械器具、電気機
械器具、情報通信機械器
具、時計・同部分品、眼
鏡製造業

自動車・同附属品製造
業、船舶製造・修理業，
舶用機関製造業、航空
機・同附属品製造業

出版業

各種商品小売業

塗料製造業

鉄鋼業

非鉄金属・同合金圧延業、
電線・ケーブル製造業

ボイラ・原動機、ポン
プ・圧縮機器、一般産業
用機械・装置、建設機
械・鉱山機械、金属加工
機械製造業

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

自動車小売業

染色整理業

銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳
鉄管製造業

一般機械器具製造業

印刷業

自動車小売業

百貨店，総合スーパー

畜産食料品製造業

清涼飲料、酒類製造業

地域別
最低賃金

（発効年月日）

７４７
（２０１５．１０．４）

９０７
（２０１５．１０．１）

９０５
（２０１５．１０．１８）

８２０
（２０１５．１０．１）

７７１
（２０１５．１０．１）

８０７
（２０１５．１０．７）

６９４
（２０１５．１０．８）

６９３
（２０１５．１０．９）

都道
府県名

茨城

東京

神奈川

愛知

三重

京都

鹿児島

沖縄

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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っ
て
い
た
（
１８
）

二
件
も
、
改
め
て
特
定
最
低
賃
金
と
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
姿

を
消
し
て
い
る
。

従
来
は
産
業
別
最
低
賃
金
と
呼
ば
れ
て
き
た
特
定
最
低
賃
金
に
対
し
て
は
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
経
連
（
現
経
団
連
）
か
ら
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
普

及
に
屋
上
屋
を
架
す
も
の
で
あ
り
廃
止
す
べ
き
と
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
に
な
る
と
、
同
年
暮
れ
の
内
閣
府
総
合
規
制
改
革
会

議
『
第
三
次
答
申
―
―
活
力
あ
る
日
本
の
創
造
に
向
け
て
―
―
（
平
成
一
五
年

一
二
月
二
二
日
）』
の
分
野
別
各
論
「
７.

雇
用
・
労
働
」
に
、「
産
業
別
最
低

賃
金
制
度
の
見
直
し
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
は
、「
産
業
別
に
異
な
る

最
低
賃
金
を
設
定
す
る
意
義
は
乏
し
」
く
、「
最
低
賃
金
の
設
定
が
必
要
な
場

合
に
は
、
労
使
間
の
協
約
・
協
定
で
自
主
的
に
こ
れ
を
定
め
れ
ば
よ
い
と
も
考

え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
た
二
〇
〇
四
年
三
月
の
閣
議
決
定

「
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
三
ヵ
年
計
画
」
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
文
言
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
く
二
〇
〇
四
年
に
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
「
最
低

賃
金
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」（
以
下
、「
あ
り
方
研
」
と
略
）
が
設

置
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
翌
〇
五
年
三
月
の
報
告
書
は
、
そ
の
額
が
地
域
別
最

低
賃
金
を
一
四
％
程
度
上
回
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
、「
そ
の
存
在
意
義
が
薄
い

上
、
公
正
な
賃
金
の
決
定
と
い
う
本
来
の
役
割
を
果
た
し
え
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
廃
止
を
含
め
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
連
合
は
事
務
局
長
談
話
で
「『
公
正
な

賃
金
決
定
の
役
割
を
最
低
賃
金
制
度
に
担
わ
せ
る
こ
と
は
副
次
的
な
も
の
』
と

し
て
、
産
業
別
最
低
賃
金
の
当
該
産
業
に
お
け
る
『
労
使
関
係
の
安
定
』、『
団

体
交
渉
の
補
完
』、『
事
業
の
公
正
競
争
確
保
』
と
い
っ
た
機
能
を
否
定
し
て
い

る
」
と
強
く
抗
議
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、「
産
業
別
最
低
賃
金
が
金
属
産
業
に
偏
重
し
た
設
定
に
な
っ
て

お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
取
り
組
み
成
果
を
物
語
っ
て
い
る
結
果
と
も
い
え
る
が
、

一
方
で
、
今
日
の
産
業
構
造
を
踏
ま
え
れ
ば
、
例
え
ば
、
医
療
、
福
祉
、
交
通

運
輸
な
ど
新
た
な
分
野
で
の
新
設
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」（
加
藤
二
〇
〇
九
）
と
い
う
認
識
も
労
働
側

か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
看
護
職
の
最
低
賃
金
の
新
設

を
求
め
る
動
き
も
〇
六
年
か
ら
〇
七
年
頃
に
秋
田
県
医
労
連
な
ど
で
あ
っ
た

が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
偏
り
は
、
製
造
業
の
組
織
率
が
二

六
・
九
％
と
比
較
的
高
く
、
か
つ
、
労
働
組
合
員
数
の
構
成
比
で
も
二
六
・
六

％
と
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
（『
平
成
二
七
年
労
使
関
係
総
合
調
査

（
労
働
組
合
基
礎
調
査
）』）
こ
と
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
経
団

連
の
主
張
も
、
廃
止
論
へ
と
ト
ー
ン
を
強
め
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
も
使

用
者
側
が
不
要
論
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
対
し
、
た
と
え
ば
金
属
労
協
は
、
東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

に
お
け
る
二
〇
一
一
年
度
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
金
額
改
正
に
関
す

る
審
議
が
終
了
し
た
の
を
受
け
て
、
見
解
を
発
表
し
て
い
た
。
金
額
改
正
の
申

し
出
が
あ
っ
た
五
業
種
の
う
ち
、
は
ん
用
機
械
、
電
機
・
精
密
の
二
業
種
の
特

定
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
、
そ
の
「
必
要
性
あ
り
」
と
い
う
結
論
に
同
審
議

会
で
至
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
見
解
で
は
、
特
定
最
低
賃
金
の
存
在
意
義

に
次
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
当
該
産
業
労
使
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
な
が

ら
、
労
働
条
件
の
向
上
と
公
正
競
争
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
。

雇
用
形
態
の
多
様
化
が
進
展
す
る
中
で
、
雇
用
形
態
に
よ
る
賃
金
格
差
を
改
善
し
、
同
一

価
値
労
働
同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
均
等
・
均
衡
待
遇
の
実
現
を
図
る
上
で
、
重
要
な
意
義

を
持
っ
て
い
る
。
金
属
労
協
で
は
、
労
働
組
合
の
社
会
的
な
責
務
と
し
て
、
同
じ
産
業
で
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働
く
非
正
規
労
働
者
や
未
組
織
労
働
者
の
賃
金
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、
企
業
内
最
低
賃

金
協
定
の
締
結
等
を
通
じ
て
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
来
年
度
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
金

額
改
正
を
実
現
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
（
１９
）

い
く
。

一
方
で
、
連
合
も
翌
年
一
月
、
す
な
わ
ち
約
一
ヵ
月
後
に
発
表
し
た
『
経
団

連
「
二
〇
一
二
年
版
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告
」
に
対
す
る
連
合
見

解
』
の
な
か
で
、
特
定
最
低
賃
金
に
対
す
る
経
団
連
お
よ
び
使
用
者
側
の
姿
勢

を
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

第
一
に
「
地
域
別
最
低
賃
金
」
と
「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
果

た
す
べ
き
役
割
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
労
働
協
約
ケ
ー
ス
で
申
請

し
て
い
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
到
達
水
準
目
標
値
は
地
域
別
最
低
賃
金
の
水
準

で
は
な
く
、
協
約
締
結
水
準
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
「
当
該
協
定
の
地
域
拡

張
適
用
」
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
当
該
労
使
が
合
意
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
当
該
使
用
者
で
な
い
者
が
反
対
の
意
向
を
示
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
昭
和
五
七
年
以
降
、
審
議
会
を
通
じ
て
様
々
な
課
題
を
時
々
の
状
況
を
踏
ま
え
つ

つ
改
善
を
重
ね
て
き
た
審
議
会
の
運
営
方
法
や
、
改
正
最
低
賃
金
法
の
趣
旨
を
踏
み
に
じ

る
事
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
経
団
連
の
報
告
に
対
す
る
連
合
の
見
解
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
も

毎
年
の
よ
う
に
特
定
最
低
賃
金
の
意
義
に
触
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、「
当
該

協
定
の
地
域
拡
張
適
用
」
と
い
う
端
的
な
表
現
は
、
一
二
年
の
も
の
に
し
か
み

ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
一
六
年
の
見
解
に
は
、「
人
材
確
保
・
維
持
を
は
か

る
観
点
で
、
む
し
ろ
そ
の
意
義
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
水
準
の
引

上
げ
を
行
う
べ
き
」
と
い
う
主
張
も
み
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
引

き
上
げ
に
至
ら
な
い
理
由
と
し
て
、「
地
方
審
議
で
の
使
用
者
代
表
と
し
て
必

ず
し
も
決
定
権
の
あ
る
経
営
者
が
出
て
こ
な
い
こ
と
も
英
断
で
き
な
い
原
因
」

で
あ
る
と
い
う
指
摘
（
田
村
二
〇
一
五
）
も
あ
る
。

２

単
産
の
取
り
組
み
事
例

�

特
定
最
低
賃
金
の
改
定

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、
申
し
出
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
ど
の
よ
う
に
審

議
が
進
む
か
に
よ
っ
て
、
金
額
の
改
定
の
必
要
の
有
無
が
決
ま
る
。
二
〇
〇
七

年
改
正
法
の
影
響
が
ま
だ
大
き
く
出
な
い
時
期
の
報
告
に
は
、
そ
の
頃
の
特
定

最
低
賃
金
改
定
に
か
か
わ
る
金
属
労
協
の
取
り
組
み
の
一
端
が
描
写
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
で
現
実
の
専
門
部
会
議
論
に
お
け
る

最
低
賃
金
水
準
決
定
要
因
を
分
析
し
た
」
と
こ
ろ
、「
近
県
の
議
論
動
向
が
最

終
的
に
公
益
答
申
の
心
証
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
た
」。
つ
ま

り
、「
同
一
県
内
の
他
の
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
定
状
況
や
、
近
県
の
同
一
業

種
の
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
定
状
況
を
意
識
し
た
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
傾
向

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
、「
産
業
別
最
低
賃
金
専

門
部
会
に
お
い
て
は
、
近
県
と
の
連
携
や
産
業
別
最
低
賃
金
専
門
部
会
の
よ
り

一
層
の
連
携
に
よ
り
公
益
委
員
に
対
す
る
心
証
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
の
結
論
に
達
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
審
議
日

程
を
調
整
し
、
鉄
鋼
や
輸
送
用
機
械
な
ど
、
当
時
比
較
的
業
績
の
よ
い
分
野
の

結
審
を
早
い
段
階
に
置
く
こ
と
で
、
そ
の
他
の
分
野
の
引
き
上
げ
を
容
易
に
す

る
よ
う
な
「
打
順
調
整
」
の
工
夫
も
行
わ
れ
た
と
い
う
（
須
田
二
〇
〇
九
）。

と
こ
ろ
で
、
金
属
労
協
の
関
係
す
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に
は
、
第

二
章
で
触
れ
た
鉄
鋼
業
以
外
の
も
の
も
あ
る
。
二
〇
一
五
年
三
月
末
現
在
の
適

用
労
働
者
数
順
に
、
一
〇
三
万
四
〇
〇
人
の
電
気
機
械
器
具
製
造
業
関
係
、
八

三
万
六
七
〇
〇
人
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
関
係
、
五
二
万
七
三
〇
〇
人
の

一
般
機
械
器
具
製
造
業
関
係
、
一
四
万
七
二
〇
〇
人
の
鉄
鋼
業
関
係
、
三
万
二

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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〇
〇
〇
人
の
非
鉄
金
属
製
造
業
関
係
、
二
万
一
二
〇
〇
人
の
精
密
機
械
器
具
製

造
業
関
係
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
審
議
会
に
対
す
る
申
し
出
ま
で
の
過

程
が
垣
間
見
え
る
の
は
次
の
よ
う
な
報
告
で
あ
る
。

こ
の
改
正
申
し
出
ま
で
の
準
備
は
例
年
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
特
に
「
電
気
機
械
器

具
」
と
「
精
密
機
械
器
具
」
は
申
し
出
要
件
（
適
用
労
働
者
数
の
１
／
３
の
合
意
）
を
ク

リ
ヤ
ー
す
る
た
め
に
、
労
働
組
合
の
な
い
企
業
を
訪
問
し
、
個
別
合
意
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
改
正
の
申
し
出
で
す
か
ら
、
自
ず
と
力
が
入
り
ま
す
。

（
大
竹
二
〇
〇
九
）

そ
の
成
果
か
、
二
〇
一
五
年
も
福
島
県
の
「
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
特
定
最
低
賃
金
」
は
六

二
円
、
ま
た
、「
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・
試
験
機
・
測
量
機
械
器

具
・
理
化
学
機
械
器
具
、
時
計
・
同
部
品
、
眼
鏡
製
造
業
特
定
最
低
賃
金
」
は

九
六
円
、
各
々
地
域
別
最
低
賃
金
額
を
上
回
る
決
定
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
電
機
連
合
が
関
わ
っ
て
い
る
法
定
の
特
定
最
低
賃
金
は
、
電
気
機
械

器
具
製
造
業
最
低
賃
金
で
あ
る
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
こ
れ
ま
で
和
歌
山
県
と

沖
縄
県
を
除
く
全
国
四
五
都
道
府
県
で
設
定
さ
れ
て
き
た
。
電
機
連
合
は
、
企

業
内
最
低
賃
金
協
定
や
必
要
性
の
機
関
決
議
な
ど
を
通
じ
て
、
適
用
を
受
け
る

労
働
者
全
体
の
「
概
ね
三
分
の
一
以
上
」
の
合
意
を
形
成
し
、
金
額
改
定
の
申

し
出
を
中
心
的
に
行
っ
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
電
機
各
企
業
の
事
業
構
造

改
革
が
進
ん
だ
た
め
、
毎
年
の
「
金
額
改
正
」
の
申
請
要
件
を
満
た
し
に
く
い

地
域
も
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。
だ
が
そ
れ
で
も
、
二
〇
〇
七
年
改
正
法
で
派

遣
労
働
者
に
も
派
遣
先
地
域
の
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

が
示
さ
れ
て
い
る
。（
冨
樫
二
〇
一
五
）

�

法
定
で
な
い
産
業
別
の
最
低
賃
金
協
定

前
項
で
み
た
法
定
の
特
定
最
低
賃
金
の
成
立
す
る
一
つ
の
前
提
が
、
企
業
内

最
低
賃
金
協
定
の
産
業
全
体
へ
の
普
及
な
ど
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
項
で

は
、
法
定
さ
れ
て
い
な
い
産
業
別
の
協
定
を
み
る
。

〔
電
機
連
合
〕

電
機
連
合
で
は
、
冨
樫
（
二
〇
一
五
）
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
。
電
機
連
合
に
よ
る
位
置
づ
け
と
し
て
、
こ
の
協
定
は
、
年
齢
別

最
低
保
障
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
途
入
社
者
の
未
格
付
け
段
階
の
初
任
賃
金
で

も
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
要
求
と
し
て
、「
四
〇
歳
最
低
賃
金
」、「
二
五
歳
最

低
賃
金
」
と
と
も
に
、
一
九
六
九
年
か
ら
産
別
統
一
闘
争
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
あ
る
。
今
日
で
は
「
産
業
別
最
低
賃
金
（
一
八

歳
見
合
い
）」
と
し
て
企
業
内
賃
金
の
最
低
基
準
と
さ
れ
、
加
盟
組
合
の
六
割

以
上
に
お
い
て
こ
の
点
を
含
む
企
業
内
最
賃
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
二
〇

一
四
年
度
に
お
い
て
「
組
合
員
数
で
み
る
と
約
五
〇
万
人
、
対
電
機
連
合
加
盟

組
合
員
比
率
で
は
八
七
・
九
％
に
適
用
」
さ
れ
て
お
り
、「
企
業
の
枠
を
越
え

て
産
業
内
横
断
化
を
め
ざ
し
て
」
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
非
正
規
労
働
者
を

含
む
「
電
機
労
働
者
全
体
の
賃
金
底
上
げ
と
公
正
な
処
遇
確
立
の
具
体
的
取
り

組
み
」
で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
金
額
に
関
す
る
近
年
の
実
際
の
要
求
と

回
答
は
第
７
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
情
報
労
連
〕

元
来
、
電
通
共
闘
（
現
情
報
労
連
）
は
、
一
九
六
八
年
か
ら
「
組
織
労
働
者

の
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
」
と
し
て
、「
企
業
の
雇
用
す
る
も
の
す
べ
て
」、
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す
な
わ
ち
、
組
合
員
を
は
じ
め
、
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
、
臨
時
労
働
者
な
ど
を
適
用
対
象
者
と
し
た

全
国
一
律
の
一
般
最
低
賃
金
を
使
用
者
と
協
定
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
一
九
八
八
年
に
法
定
の
産
業
別
最
低
賃

金
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
、「
基
幹
的
労
働
者
」
を

適
用
対
象
者
と
し
た
が
、
多
く
の
企
業
で
パ
ー
ト
、
臨

時
労
働
者
な
ど
が
適
用
除
外
と
な
り
、
形
骸
化
が
進
ん

だ
。
そ
こ
で
、
適
用
対
象
者
を
限
定
し
た
「
労
連
産
別

最
賃
」
と
と
も
に
、
会
社
が
雇
用
す
る
全
労
働
者
を
適

用
対
象
と
す
る
「
労
連
地
域
最
賃
」
を
一
九
九
八
年
に

新
設
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
度
に
「
労
連
産
別
最
賃
」

を
廃
止
し
「
労
連
地
域
最
賃
」
に
一
本
化
し
た
。
こ
れ

が
現
在
の
情
報
労
連
最
低
賃
金
協
定
で
あ
る
。
こ
の

「
労
連
地
域
最
賃
」
の
額
は
、「
二
〇
一
一
年
か
ら
は

『
法
定
地
域
別
最
低
賃
金
額
＋
全
国
一
律
の
一
定
額
』

に
、
さ
ら
に
二
〇
一
五
年
か
ら
は
『
法
定
地
域
別
最
低

賃
金
額
＋
地
域
毎
に
算
出
し
た
額
』
と
な
り
、
締
結
企

業
は
、
年
々
、
拡
大
し
て
い
る
」
と
い
う
（
石
井
二
〇

一
五
）。

た
と
え
ば
二
〇
一
五
年
の
場
合
、
情
報
労
連
最
低
賃

金
協
定
を
三
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
株
会
社
と
締
結
し
、
そ
の

後
「
三
五
一
社
に
要
求
書
を
提
出
し
、
昨
年
の
締
結
率

を
若
干
上
ま
わ
る
三
二
〇
社
と
協
定
を
締
結
し
た
」

（『
情
報
労
連
』
五
月
二
〇
日
付
）。
そ
し
て
一
二
月
に

は
ま
た
、
二
〇
一
六
年
春
季
生
活
闘
争
方
針
案
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、「
最
低
賃
金
協
定
は
、
す
べ
て
の
加
盟
組
合
に
対
置
す
る
企
業

に
要
求
す
る
」（『
情
報
労
連
』
一
二
月
二
〇
日
付
）
と
し
て
い
る
。

〔
私
鉄
総
連
〕

私
鉄
総
連
は
、
民
営
鉄
道
協
会
、
お
よ
び
民
間
バ
ス
事
業
者
で
つ
く
る
バ
ス

事
業
最
賃
問
題
研
究
会
と
の
間
で
、
月
額
一
三
万
円
台
で
徐
々
に
水
準
を
上
げ

な
が
ら
産
業
別
最
低
賃
金
協
定
を
結
ん
で
き
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
九
八
〇

年
代
に
は
す
で
に
、「
全
国
一
律
金
額
の
た
め
、
都
市
部
な
ど
で
実
効
性
が
失

わ
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
井
田
二
〇
〇
八
）。
ま
た
、
松
村

（
二
〇
一
三
）
に
よ
る
と
、
私
鉄
で
は
、
大
手
は
ま
だ
し
も
、
中
小
、
バ
ス
に

は
定
期
昇
給
が
近
年
に
な
っ
て
も
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
う
い
う
事
情
も
背

景
に
、
賃
上
げ
に
か
か
わ
る
産
業
レ
ベ
ル
の
交
渉
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ

と
が
産
業
別
最
低
賃
金
協
定
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
「
影
響
を

過
大
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

〔
全
国
港
湾
〕

全
港
湾
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
全
国
港
湾
労
働
組
合
協
議
会
と
全
日
本
港
湾
運

輸
労
働
組
合
同
盟
は
、
日
本
港
運
協
会
と
の
間
で
「
港
湾
産
別
協
定
」
を
結
ん

で
い
る
。
同
（
２０
）

協
定
は
、
港
湾
労
働
者
の
一
日
の
所
定
内
労
働
時
間
を
「
八
時
間

拘
束
（
休
憩
一
時
間
以
上
）、
実
働
七
時
間
」
と
し
、「
六
（
２１
）

大
港
船
内
・
船
側
沿

岸
労
働
者
の
、
時
間
外
算
定
基
礎
分
母
は
一
五
一
時
間
と
す
る
」
と
す
る
と
と

も
に
、「
あ
る
べ
き
賃
金
」、「
標
準
者
賃
金
」、
お
よ
び
「
産
別
最
低
賃
金
」
を

規
定
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
産
別
最
低
賃
金
を
適
用
す
る
地
域
と
し
て
は

全
国
適
用
を
原
則
と
し
、「
当
面
次
の
地
域
」
と
し
て
六
大
港
に
加
え
て
五
〇

港
近
く
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
適
用
す
る
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
は
第
８
表

第７表 電機連合の協定による「産業別最低賃金（１８歳見合い）」（円）

２０１５

１６０，５００

１５８，５００

〔備考〕１） 冨樫（２０１５）による。

２０１４

１５８，０００

１５６，５００

２０１３

１５５，５００

１５５，０００

２０１２

１５５，０００

１５４，５００

２０１１

１５４，０００

１５４，０００

２０１０

１５３，５００

１５３，０００

闘争年

要求水準額

回答水準額

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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の
と
お
り
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
四
月
五
日
（
日
）
の
ス
ト
を
経
て
、
港

湾
の
「
最
低
産
別
賃
金
」
を
四
〇
〇
〇
円
引
き
上
げ
、
月
額
一
六
万
四
〇
〇
〇

円
（
日
額
七
一
三
〇
円
）
で
妥
結
し
た
（『
港
湾
労
働
』
七
月
二
四
日
付
）。
ち

な
み
に
、
二
〇
一
三
年
の
引
き
上
げ
は
な
く
、
二
〇
一
四
年
の
引
き
上
げ
額
は

二
七
〇
〇
円
だ
っ
た
。

３

船
員
の
最
低
賃
金

最
低
賃
金
法
第
三
五
条
に
は
、
船
員
に
関
す
る
特
例
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
第
一
項
に
よ
る
と
、
同
法
第
二
章
第
二
節
に
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
別
最

低
賃
金
は
、
船
員
法
の
適
用
を
受
け
る
船
員
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
の
ほ

か
、
こ
の
第
三
五
条
に
よ
れ
ば
、
船
員
の
最
低
賃
金
額
は
時
間
の
み
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、「
時
間
、
日
、
週
又
は
月
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
船
員
に
適
用

さ
れ
る
特
定
最
低
賃
金
の
決
定
は
「
交
通
政
策
審
議
会
又
は
地
方
運
輸
局
に
置

か
れ
る
政
令
で
定
め
る
審
議
会
の
調
査
審
議
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
い
て
」

決
定
さ
れ
る
。

「
交
通
政
策
審
議
会
海
事
分
科
会
船
員
部
会
委
員
等
名
簿

平
成
二
七
年
三

月
二
七
日
現
在
」
に
よ
る
と
、
同
部
会
の
構
成
は
、
委
員
と
し
て
公
益
委
員
四

人
の
ほ
か
、
臨
時
委
員
と
し
て
公
益
委
員
四
人
、
労
働
者
委
員
五
人
、
使
用
者

委
員
五
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
低
賃
金
小
委
員
会
の
構
成
は
、
公
益
を
代
表

す
る
委
員
、
関
係
船
員
を
代
表
す
る
委
員
、
お
よ
び
、
関
係
使
用
者
を
代
表
す

る
委
員
が
各
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
労
働
者
委
員
も
関
係
船

員
を
代
表
す
る
委
員
も
、
す
べ
て
海
員
関
係
者
で
あ
る
。

船
員
に
関
す
る
特
定
最
低
賃
金
に
は
大
臣
の
決
定
す
る
全
国
一
律
の
も
の

と
、
地
方
運
輸
局
長
が
決
定
し
、
各
地
方
運
輸
局
管
轄
地
域
に
適
用
さ
れ
る
も

第８表 「産別最低賃金」を規定する港湾産別協定

第１２章 付属協定及び参考資料
第５７条 賃金関係の協定
第３項 産別最低賃金（２００７年（平成１９年）６月２６日付／２０１０年（平成２２年）４月６日付
で統一）

１．最低賃金について
� 適用する地域（略）
� 適用する労働者
前号の地域内の港湾で全国港湾労働組合連合会及び全日本港湾運輸労働組合同盟に加盟
し、船内荷役作業員、沿岸荷役作業員、はしけ乗組員、いかだ運送作業員、港湾運送関連
事業作業員及び検数人、検量人として、引き続き当該作業に従事する満１８歳の労働者。
� 適用する使用者
前号の労働者を使用する一般社団法人日本港運協会に加盟する使用者。
� 第�号の労働者に係る最低賃金額（略）

〔備考〕 一般社団法人日本港運協会、全国港湾労働組合連合会、全日本港湾運輸労働組合同盟『協定
書・確認書集』（２０１２年１１月２１日付）。
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の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
９
表
に
示
す
の
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
発
効
の

も
の
の
う
ち
、
全
国
の
「
内
航
鋼
船
運
航
業
、
木
船
運
航
業
」
の
例
で
あ
る
。

「
職
員
」
に
せ
よ
「
部
員
」
に
せ
よ
、
勤
務
や
経
験
の
期
間
に
よ
っ
て
差
を
つ

け
て
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

な
お
、
船
員
に
関
わ
る
最
低
賃
金
で
は
長
年
の
懸
案
も
あ
る
。『
交
通
政
策

審
議
会

第
六
六
回
船
員
部
会
配
布
資
料
』（
二
〇
一
五
年
六
月
二
六
日
）
の

う
ち
、『
資
料
一
―
二

漁
業
に
関
す
る
特
定
最
低
賃
金
の
拡
大
に
つ
い
て

（
参
考
資
料
）』
に
よ
る
と
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
二
月
の
「
漁
船
船
員

の
最
低
賃
金
に
関
す
る
建
議
（
船
中
労
第
四
六
号
）」
に
お
い
て
す
で
に
、「
漁

船
船
員
の
労
働
条
件
の
改
善
を
は
か
り
、
ひ
い
て
は
企
業
の
近
代
化
に
資
す
る

た
め
に
も
漁
船
船
員
に
対
し
広
く
最
低
賃
金
制
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
」

で
あ
り
、
そ
れ
は
「
船
員
法
の
適
用
の
な
い
漁
業
従
事
者
は
陸
上
の
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
」
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
交
通
政
策
審
議
会
答
申
『
漁
業
に
関
す
る
特
定
最
低
賃

金
の
拡
大
に
つ
い
て

平
成
二
七
年
一
〇
月
二
〇
日
』
は
、「
現
在
の
最
低
賃

金
の
設
定
業
種
で
あ
る
『
漁
業
（
遠
洋
ま
ぐ
ろ
）
最
低
賃
金
』
を
、
遠
洋
か
つ

お
漁
業
及
び
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
を
含
む
業
種
へ
拡
大
し
、
以
下
の
と

お
り
『
漁
業
（
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
）
最
低
賃
金
』
と
す
る
方
向
で
、
今
後
、
最

低
賃
金
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
、
同
答
申
に
先
立
つ
九
月
二
五
日
の
第
六
九
回
船
員
部
会
に
お
け
る
『
漁

船
員
の
最
低
賃
金
に
関
す
る
最
低
賃
金
小
委
員
会
公
益
委
員
の
見
解
』
に
よ
る

と
、「
今
回
、
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
に
つ
い
て
包
括
的
に
最
低
賃
金
が
設
定

さ
れ
た
と
し
て
も
、
な
お
お
よ
そ
五
〇
％
の
漁
船
員
に
は
最
低
賃
金
が
存
在
し

な
い
と
い
う
由
々
し
い
事
態
が
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
」
と
し
、
そ
の
背
景
と

し
て
「
漁
船
の
業
種
ご
と
に
最
低
賃
金
を
決
め
て
い
く
と
い
う
方
式
が
慣
行
と

第９表 船員最低賃金（国土交通大臣決定）（内航鋼船運航業、木船運航業）の例

２４５，１５０円 （Ｈ２８．１．１）

２２８，７００円 （Ｈ２８．１．１）

１８６，５５０円 （Ｈ２８．１．１）

１７７，２５０円 （Ｈ２８．１．１）

〔備考〕『船員の特定最低賃金の改正決定に関する公示（国土交通省最低賃金公示二）平成２７年１２月
２日』、および国土交通省近畿運輸局海事振興部船員労政課ホームページ（２０１６年１月３１日
アクセス）により作成。

月額

月額・船舶職員養成施設のうち特定の養成施設の課程
を修了した後の勤務期間が、当該課程ごとに定める期
間に満たない者

月額・はしけ長

月額・海上経験３年以上

月額・海上経験３年未満

職員

部員
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な
り
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
漁
船
員
が
最
低
賃
金
を
定
め
ら
れ
な
い
ま
ま
放
置

さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
で

は
、
最
低
賃
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
漁
船
員
や
技
能
実
習
生
の
た
め
に
、

海
の
一
般
最
低
賃
金
の
よ
う
な
位
置
づ
け
の
特
定
最
低
賃
金
の
設
定
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
い
え
る
。

４

公
契
約
条
例

�

制
度
的
枠
組
み

賃
金
の
最
低
限
を
決
め
る
方
策
と
し
て
、
最
低
賃
金
制
と
は
異
な
る
制
度
的

枠
組
み
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
公
契
約
条
例
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
自
治
体
が
公
共
調
達
に
か
か
わ
る
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
な
か
に
賃
金

な
ど
の
報
酬
の
下
限
額
の
設
定
を
謳
う
条
項
を
お
く
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

条
項
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
公
布
の
野
田
市
公
契
約
条
例
に
は
じ
め
て
盛
り
込

ま
れ
た
。
そ
の
後
、
改
正
川
崎
市
契
約
条
例
、
多
摩
市
公
契
約
条
例
、
お
よ
び

相
模
原
市
公
契
約
条
例
が
続
き
、
二
〇
一
六
年
度
の
施
行
を
ま
つ
も
の
も
含
め

て
、
全
国
で
一
五
以
上
の
自
治
体
で
同
様
の
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
い
ず
れ
も
適
用
さ
れ
る
契
約
は
、
あ
る
水
準
以
上
の
金
額
の
も
の
、
あ
る

い
は
市
長
が
別
に
定
め
る
も
の
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
法
的
性
格
を

連
合
（
二
〇
一
二
）
に
沿
っ
て
み
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
契
約
自
由
の
原
則
」
に
し
た
が
い
、「
公
契
約
の
他
方
当
事
者

で
あ
る
民
間
企
業
等
は
、
国
や
地
方
自
治
体
等
が
掲
げ
る
政
策
や
理
念
の
実
現

に
協
力
す
る
た
め
に
契
約
を
締
結
す
る
か
否
か
を
選
択
す
る
自
由
を
有
し
、
こ

の
選
択
に
基
づ
き
合
意
し
た
契
約
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
契
約

上
の
義
務
を
負
う
」。
こ
れ
は
「
合
意
を
媒
介
に
し
た
民
事
的
規
整
」
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
労
働
基
準
法
・
最
低
賃
金
法
・
労
働
安
全
衛
生
法
等

の
法
令
は
、
国
や
地
方
自
治
体
が
統
治
権
の
主
体
と
し
て
振
る
舞
い
、
適
用
対

象
者
の
同
意
や
了
解
を
得
る
こ
と
な
し
に
、
適
用
対
象
者
の
意
思
に
反
し
て
で

も
、
適
用
対
象
者
に
強
制
的
に
義
務
を
課
し
、
営
業
の
自
由
に
制
限
を
加
え

る
」「
公
権
力
的
規
制
」
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
公
契
約
条
例
で
は
、「
対
等
当
事
者
間
で
の
合
意

を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
的
な
規
制
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
水
準
の

規
律
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
」
に
な
る
と
い
う
（
古
川
二
〇
一
三
）。
ま

た
、
こ
こ
で
い
う
合
意
を
媒
介
に
し
た
民
事
的
規
整
の
特
徴
の
一
つ
は
、
民
法

第
五
三
七
条
の
「
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
」
の
原
理
に
も
と
づ
い
て
、
事

業
の
従
事
者
に
一
定
の
労
働
条
件
を
確
保
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
従
事
者
が
最
低
限
の
報
酬
を
受
け
と
れ
る
よ
う
に
発
注
者
で
あ
る
自
治
体

と
受
注
事
業
者
が
約
束
し
、
第
三
者
で
あ
る
従
事
者
に
は
当
該
報
酬
を
請
求
す

る
権
利
が
発
生
す
る
と
い
う
原
理
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
度
重
な
る
入
札

改
革
で
も
根
絶
さ
れ
な
い
重
層
下
請
け
に
お
け
る
賃
金
等
の
さ
や
抜
き
構
造
を

改
革
」（
上
林
二
〇
一
五
）
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
と
い
う
の
は
、
下
請
負

契
約
が
何
層
に
わ
た
ろ
う
と
も
、
従
事
者
の
請
求
で
き
る
報
酬
金
額
は
変
わ
ら

ず
、
そ
れ
に
応
じ
る
責
任
は
、
当
該
の
契
約
を
結
ん
だ
発
注
者
で
あ
る
自
治
体

と
直
接
の
受
注
者
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
従
事
者
が
雇
用
契
約

の
も
と
で
働
い
て
い
る
か
ど
う
か
も
請
求
権
に
影
響
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
建

設
事
業
に
多
く
み
ら
れ
る
一
人
親
方
に
つ
い
て
も
報
酬
の
支
払
い
を
確
か
な
も

の
に
で
き
る
。
こ
の
後
段
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
最
低
賃
金
法
に
よ
る
規
制
の

届
き
に
く
い
領
域
で
あ
る
。
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�

規
定
さ
れ
る
報
酬
の
水
準

条
例
に
も
と
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
水
準
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
た
と
え

ば
、
野
田
市
や
多
摩
市
を
は
じ
め
労
働
条
件
を
規
定
す
る
公
契
約
条
例
の
多
く

は
、「
工
事
又
は
製
造
の
請
負
契
約
」
に
、
国
土
交
通
省
と
農
林
水
産
省
の
定

め
る
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
」
を
利
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
実
際
の
規

定
で
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
の
時
点
で
、
野
田
市
公
契
約
条
例
に
よ
る
「
賃
金

等
の
下
限
額
」
は
、
千
葉
県
の
地
域
の
八
時
間
あ
た
り
の
「
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
」
÷
八
の
八
割
五
分
で
あ
る
。
多
摩
市
公
契
約
条
例
に
よ
る
「
労
務
報

酬
下
限
額
」
は
、
東
京
都
の
地
域
の
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
」
÷
八
の
九

割
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
従
来
の
用
い
ら
れ
方
と
し
て
は
「
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
は
、
公
共
工
事
の
工
事
費
の
積
算
に
用
い
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
下

請
契
約
等
に
お
け
る
労
務
単
価
や
雇
用
契
約
に
お
け
る
労
働
者
へ
の
支
払
い
賃

金
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
（
２２
）

な
い
。」

と
こ
ろ
で
、
両
市
と
も
、
公
契
約
に
関
す
る
特
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
数
値
の
変
遷
や
根
拠
が
わ
か
り
や
す
く
周
知
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
両
市
を
対
照
す
る
と
、
な
る
べ
く
多
く
の
対
象
業
務
で
賃
金
相

場
を
底
上
げ
し
よ
う
と
す
る
指
向
性
と
、
労
働
力
の
流
出
入
や
育
成
を
勘
案
し

な
が
ら
適
正
な
水
準
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
考
え
方
が
み
ら
れ
、
力
点
の
違
い
が

感
じ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
多
摩
市
公
契
約
条
例
は
公
契
約
審
議
会
を
規
定
し

て
お
り
、
そ
の
構
成
は
現
在
、
学
識
経
験
者
一
、
労
働
者
の
団
体
を
代
表
す
る

者
二
、
事
業
者
の
団
体
を
代
表
す
る
者
二
で
あ
る
。

両
市
を
比
較
す
る
と
、
多
摩
市
で
は
「
工
事
又
は
製
造
の
請
負
契
約
」
に

「
熟
練
労
働
者
以
外
の
者
」
と
い
う
区
分
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
建
設
工
事
の

生
産
労
働
者
の
う
ち
、
見
習
い
の
よ
う
な
水
準
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。「
軽
作

業
員
」
の
六
五
％
と
い
う
算
定
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
一
般
的
に
常
用
職
人

の
賃
金
の
七
五
％
く
ら
い
が
常
用
の
見
習
い
の
賃
金
で
あ
る
の
が
市
場
相
場
」

で
あ
り
、「
入
職
間
も
な
い
定
着
す
る
か
ど
う
か
も
未
知
数
の
見
習
い
の
人
に

も
適
用
（
２３
）

す
る
」
額
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
野
田
市
に
は

そ
う
い
う
区
分
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
業
務
の
委
託
に
か
か
わ
る
下
限
額
に
つ
い
て
、
野
田
市
は
、
技
能
職

員
ま
た
は
労
務
職
員
の
初
任
給
の
水
準
や
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
「
建
築
保
全

業
務
労
務
単
価
」
を
参
照
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
施
設
の
警
備
及
び
駐
車
場

の
整
理
に
関
す
る
契
約
」
で
は
、「
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
（
東
京
地
区
）

警
備
員
Ｃ
÷
八
（
時
間
）
×
〇
・
八
（
定
率
）」
と
な
り
、
時
間
あ
た
り
一
一
三

〇
円
で
（
２４
）

あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
多
摩
市
は
生
活
保
護
水
準
を
参
照
し
て
い
る
。

�

他
の
賃
金
指
標
と
の
比
較

そ
こ
で
、
以
上
の
点
も
含
め
て
、「
工
事
又
は
製
造
の
請
負
契
約
」
の
い
く

つ
か
の
項
目
と
、
あ
わ
せ
て
業
務
委
託
契
約
に
関
す
る
数
値
に
つ
い
て
、
野

田
・
多
摩
両
市
と
、
両
市
の
あ
る
千
葉
県
お
よ
び
東
京
都
に
お
け
る
そ
の
他
の

賃
金
額
を
比
較
し
た
も
の
が
第
１０
表
で
あ
る
。
両
都
県
に
関
す
る
『
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
』
か
ら
は
、
高
卒
初
任
給
と
短
時
間
労
働
者
の
一
時
間
あ
た
り

所
定
内
給
与
額
を
比
較
し
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
高
卒
初
任
給
（
男
）
建
設
業

に
つ
い
て
は
、
企
業
規
模
で
は
一
〇
〇
〜
九
九
九
人
と
い
う
、
中
規
模
か
ら
や

や
大
規
模
の
地
場
ゼ
ネ
コ
ン
や
専
門
工
事
業
者
に
就
職
し
た
高
卒
の
男
性
を
想

定
し
、
そ
の
「
新
規
学
卒
者
」、「
高
校
卒
」、「
男
」
の
数
値
を
、
同
規
模
、
同

産
業
、「
男
」
の
一
九
歳
以
下
の
所
定
内
実
労
働
時
間
で
割
っ
た
値
で
あ
る
。

ま
た
、
高
卒
初
任
給
（
女
）
に
つ
い
て
は
、
産
業
計
で
同
規
模
の
も
の
の
数
値

を
同
様
に
加
工
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
短
時
間
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
参
考
ま
で
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に
、
サ
ン
プ
ル
の
平
均
年
齢
も
示
し
て
お
い
た
。
な
お
、
両
市
に
よ
る
下
限
額

の
数
値
は
、
い
ず
れ
も
家
族
手
当
や
通
勤
手
当
の
ほ
か
賞
与
も
加
味
し
た
額
で

あ
る
が
、『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
か
ら
と
っ
た
第
１０
表
の
数
値
は
所
定

内
給
与
額
の
み
な
の
で
、
あ
ま
り
厳
密
な
比
較
に
は
向
い
て
い
な
い
。

第
１０
表
に
よ
る
と
、
建
設
の
分
野
で
は
、
伝
統
的
に
躯
体
三
職
あ
る
い
は
三

役
な
ど
と
称
さ
れ
る
、
と
び
工
、
鉄
筋
工
、
型
わ
く
工
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
、「
軽
作
業
員
」
の
賃
金
水
準
も
、
建
設
業
の
高
卒
初
任
給
（
男
）
の
実
勢

の
平
均
値
を
両
市
で
大
き
く
上
回
る
水
準
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
賃
金
の
下
限

設
定
を
す
る
場
合
に
、
職
種
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
市
場
の
構
成
に
応
じ
た
設

定
に
す
る
必
要
性
が
、
建
設
産
業
に
は
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仮

に
単
純
に
「
建
設
業
」
の
高
卒
初
任
給
を
下
限
と
し
て
も
、
政
策
上
望
ま
し
い

水
準
ど
こ
ろ
か
、
実
勢
の
賃
金
を
大
き
く
下
回
っ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。
こ

れ
に
関
連
し
て
、
本
節
�
で
み
た
よ
う
に
、
多
摩
市
が
建
設
の
職
人
に
つ
い
て

「
熟
練
労
働
者
以
外
」
と
い
う
区
分
を
作
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

熟
練
者
に
つ
い
て
は
水
準
の
高
い
実
勢
賃
金
を
下
支
え
し
つ
つ
、
屋
上
屋
な
ら

ぬ
、
二
重
底
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
任
者
レ
ベ
ル
の
育
成
コ
ス
ト
込
み

の
賃
金
を
追
認
し
て
い
る
と
い
え
る
。

業
務
委
託
に
関
し
て
は
、
野
田
市
で
は
本
節
�
で
触
れ
た
と
お
り
複
数
の
水

準
設
定
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
高
卒
初
任
給
（
女
）
や
短
時
間
労
働
者

（
女
）
を
は
さ
ん
で
上
下
に
広
が
り
が
あ
る
。
そ
の
一
方
、
多
摩
市
で
は
両
者

を
下
回
る
水
準
の
九
〇
三
円
の
も
の
だ
け
で
あ
り
、
地
域
別
最
低
賃
金
に
近
接

し
た
水
準
と
な
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
第
１０
表
に
示
し
た
も
の
は
、
一
五
年

六
月
調
査
の
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
と
同
時
期
の
比
較
を
行
う
た
め
、

同
月
ま
で
の
水
準
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
多
摩
市
で
は
、
業
務
委
託
に
関
す

る
調
査
結
果
も
反
映
し
た
水
準
設
定
が
そ
の
後
議
論
さ
れ
、「
委
託
・
指
定
管

理
協
定
等
の
業
務
に
従
事
す
る
者
」
の
う
ち
で
、
特
に
指
定
さ
れ
た
業
務
以
外

に
つ
い
て
は
九
四
六
円
と
な
っ
て
（
２５
）

い
る
。
も
っ
と
も
、「
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
業

務
委
託
の
う
ち
、
一
週
間
当
た
り
の
実
労
働
時
間
が
二
五
時
間
を
超
え
な
い

者
」
に
つ
い
て
は
九
三
〇
円
と
一
段
低
い
金
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
月

八
日
の
公
契
約
審
（
２６
）

議
会
の
議
論
を
み
る
と
、
こ
の
設
定
は
、
建
設
の
「
熟
練
労

第１０表 二市の公契約条例による職種別の下限額と両都県の他の賃金額
（２０１５年６月）（時間額：円）

多摩市

１，５２０

２，６７８

２，７００

２，５６５

９８８

９０３

東京都

１，１７９

（６２．６歳）１，２５０

１，０２７

（４４．０歳）１，２２１

８８８

〔備考〕１）『野田市公契約条例の手引（工事又は製造の請負の契約）平成２７
年２月』、『野田市公契約条例に規定する市長かが定める賃金等の最
低額』（２０１５年４月１日更新）および『平成二七年度労務報酬下限
額等 多摩市告示第４１０号 平成２６年１０月２日』。

２） 高卒初任給と短時間労働者は『賃金構造基本統計調査』。「中規
模」は企業規模「１００～９９９人」、カッコ内は平均年齢。

野田市

１，３９２

２，６３５

２，６７８

２，４０２

設定なし

８４９～１，５５０

千葉県

９７７

（５８．６歳）１，６０８

９６７

（４４．１歳）１，０７９

７９８

軽作業員

とび工

鉄筋工

型わく工

熟練労働者以外

業務委託

高卒初任給（男）建設業・中規模短時

間労働者（男）建設業・規模計

高卒初任給（女）産業計・中規模

短時間労働者（女）産業計・規模計

地域別最低賃金（平成２６年度）
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働
者
以
外
」
の
場
合
と
は
異
な
り
、
委
託
料
や
、
扶
養
の
範
囲
内
で
の
就
業
希

望
と
い
う
事
情
を
反
映
し
た
苦
心
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に

は
、
地
域
の
賃
金
相
場
を
反
映
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
望
ま
し
い
質
を
め
ぐ
る

論
点
が
い
く
つ
も
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。

お
わ
り
に

最
低
賃
金
と
生
活
保
護
水
準
の
乖
離
あ
る
い
は
逆
転
現
象
は
、
解
消
し
た
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
は
単
身
者
を
基
準
に
し
た
話
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
指
摘
さ
れ
な
い
が
、「
適
正
な
最
低
賃
金
」
を
考
え
る
う
え
で
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
一
三
一
号
条
約
の
「
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
必
要
」
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
と

の
文
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
小
畑
二
〇
一
四
）。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
二
六
号

条
約
（「
最
低
賃
金
決
定
制
度
の
創
設
に
関
す
る
条
約
」）
と
同
じ
一
九
七
一
年

四
月
二
九
日
に
日
本
が
批
准
し
た
「
開
発
途
上
に
あ
る
国
を
特
に
考
慮
し
た
最

低
賃
金
の
決
定
に
関
す
る
条
約
」
で
あ
り
、
第
三
条
に
、「
最
低
賃
金
の
水
準

の
決
定
に
あ
た
つ
て
考
慮
す
べ
き
要
素
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。ち

な
み
に
、「
連
合
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
」
の
水
準
設
定
は
、
単
身
者
を
想

定
し
な
が
ら
も
、
第
３
表
に
示
し
た
よ
う
な
一
人
世
帯
標
準
生
計
費
よ
り
は
高

い
も
の
に
な
っ
て
（
２７
）

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
国
内
賃
金
の
中
位
数
に
対
し
て
日
本
の

最
低
賃
金
の
水
準
が
国
際
的
に
み
て
も
な
お
低
い
こ
と
は
第
二
章
第
１
節
で
み

た
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
最
低
賃
金
の
水
準
の
向
上
は
、
期
待
さ
れ
る
状
況

に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
一
方
、
第
二
章
第
２
節
で
み
た
よ
う
に
、
東
京
以
外
の
い
く
つ
か
の
地

域
で
は
、
高
卒
初
任
給
に
地
域
別
最
低
賃
金
が
か
な
り
接
近
し
て
き
て
い
る
。

し
か
も
、
第
二
章
第
３
節
で
み
た
よ
う
に
、
若
年
層
と
同
様
の
低
賃
金
の
一
般

労
働
者
が
他
の
年
齢
層
、
な
か
で
も
高
年
齢
者
に
以
前
よ
り
多
く
分
布
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
と
若
年
層

の
雇
用
が
他
の
年
齢
層
の
労
働
者
で
代
替
さ
れ
る
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
最
低
賃
金
を
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
若
年
層
の
賃
金
水
準
を
ど

う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
検
討
が
必
要
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
長
期
雇
用
の
も
と
で
の
若
年
の
新
卒
者
の
賃
金
水
準
は
、
育
成

の
た
め
の
コ
ス
ト
が
差
し
引
か
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一

方
で
、
流
動
的
な
労
働
市
場
に
お
い
て
は
、
技
能
向
上
の
た
め
の
コ
ス
ト
は
労

働
者
が
自
ら
受
け
と
っ
た
賃
金
か
ら
支
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
意
味
で
は
、
後
者
の
賃
金
水
準
の
額
面
は
高
く
な
っ
て
当
然
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
二
段
構
え
の
最
低
賃
金
は
検
討
に
値
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
運
動
の
側
か
ら
も
、「
高
卒
初
任

給
を
上
回
る
設
定
と
未
成
年
層
に
対
す
る
減
額
措
置
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
」（
木
住
野
二
〇
一
五
）
と
い
っ
た
提
起
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
の
諸
外
国
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
第
三
章
第
３
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、

日
本
に
は
す
で
に
船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
よ
う
な
二
段
構
え
の
法
定
最
賃
が

存
在
し
て
い
る
し
、
第
４
節
で
取
り
上
げ
た
多
摩
市
公
契
約
条
例
の
「
熟
練
労

働
者
以
外
」
の
報
酬
下
限
額
の
設
定
も
、
同
様
の
も
の
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、

た
と
え
ば
、
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約
で
あ
る
こ
と
と
、
過
半
数
代
表
者

と
の
労
使
協
定
に
よ
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
し
て
、
三
年
程
度
を
上
限
と
す
る

「
初
任
者
向
け
の
最
賃
」
を
許
容
す
る
よ
う
な
制
度
づ
く
り
は
不
可
能
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
普
通
の
最
賃
」
と
し
て
は
、「
連
合
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ

ジ
」、
国
内
賃
金
の
中
位
数
の
五
〇
％
前
後
、
あ
る
い
は
、
二
人
世
帯
の
生
計

費
と
い
っ
た
水
準
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
年
功
賃
金
カ
ー
ブ
の
恩
恵
に
浴

特集１ 最低賃金の水準と位置づけの変化
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し
な
く
て
も
最
低
限
の
一
人
前
の
収
入
は
保
障
さ
れ
る
と
い
う
水
準
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
障
が
い
者
を
は
じ
め
と
す
る
就
職
困
難
者
向
け
の
水
準
設
定
に
つ

い
て
は
な
お
も
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

よ
く
似
た
こ
と
は
、
特
定
最
低
賃
金
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
産

業
別
最
低
賃
金
協
定
を
法
定
の
特
定
最
低
賃
金
に
連
動
さ
せ
る
か
た
ち
で
労
使

関
係
を
構
築
で
き
て
い
る
分
野
の
現
状
は
、
第
三
章
第
１
節
と
第
２
節
で
み
た

と
お
り
、
産
業
別
最
低
賃
金
協
定
が
高
く
、
つ
ぎ
に
法
定
の
特
定
最
低
賃
金

（
さ
ら
に
地
域
別
最
低
賃
金
）
と
い
う
高
低
の
順
序
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
順

序
は
、
労
働
者
の
組
織
・
未
組
織
の
違
い
、
身
分
の
安
定
性
、
あ
る
い
は
取
り

組
み
の
難
易
な
ど
の
反
映
だ
ろ
う
が
、
望
ま
れ
る
賃
金
率
の
水
準
は
逆
の
よ
う

に
も
み
え
る
。
と
い
う
の
も
、
同
一
産
業
内
に
お
い
て
、
長
期
雇
用
で
ユ
ニ
オ

ン
シ
ョ
ッ
プ
下
に
い
る
初
任
者
向
け
の
水
準
の
ほ
う
が
、
研
修
費
用
も
研
修
時

間
も
自
分
で
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
未
組
織
の
非
正
規
労
働
者
向

け
の
水
準
よ
り
も
、
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
適
正
な
賃
金
相
場
を
波
及
さ
せ
る
と
い
う
目
的
か
ら
は
、
む
し
ろ
、

流
動
型
の
非
正
規
労
働
者
向
け
の
特
定
最
低
賃
金
が
高
く
、
つ
ぎ
に
初
任
者
向

け
特
定
最
低
賃
金
（
さ
ら
に
地
域
別
最
低
賃
金
）
と
い
う
順
序
に
組
み
替
え
た

二
段
構
え
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
初
任
者
向
け
特
定
最
低
賃
金
に
は
、

地
域
別
最
低
賃
金
に
埋
没
す
る
事
例
も
出
る
だ
ろ
う
が
、
現
状
の
ま
ま
特
定
最

低
賃
金
全
体
の
埋
没
を
待
つ
よ
り
は
意
味
が
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
も
う
一
つ
み
て
お
き
た
い
の
は
、
高
年
齢
者
に
関
す
る
適
用

除
外
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
育
成
コ
ス
ト
の
か
か
る
若
年
層
の
入
職
機

会
と
最
低
賃
金
の
折
り
合
い
が
課
題
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
な
か
、
現
状
の
特

定
最
低
賃
金
は
一
八
歳
未
満
と
と
も
に
六
五
歳
以
上
が
適
用
除
外
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
経
験
や
判
断
力
に
富
ん
だ
高
年
齢
者
の
ほ
う
が
む
し
ろ
安
価
な

労
働
力
に
な
る
こ
と
を
、
制
度
が
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
ま
で
は
特
定
最
低
賃
金
の
水
準
が
問
題
に
な
る
よ
う
な
賃
金
率
の
高
年
齢
者

は
、
実
際
の
と
こ
ろ
少
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
第
二
章
第

３
節
で
み
た
一
般
労
働
者
の
近
年
の
賃
金
分
布
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
そ
の

水
準
で
働
く
高
年
齢
者
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
特
集
で
は
、
主
に
水
準
の
比
較
に
着
目
し
て
最
低
賃
金

を
検
討
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
時
点
で
の
実
状
を
、
い
く
ら
か
で
も
新
し

い
角
度
か
ら
描
写
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
こ
こ
で
触
れ
て
い
な
い
重
要
な
観
点

に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
た
い
。

（
吉
村

臨
兵
）

（
１
）
橋
本
内
閣
の
も
と
で
一
九
九
八
年
一
月
に
発
足
し
た
「
規
制
緩
和
委
員
会
」
以

来
、
オ
リ
ッ
ク
ス
の
宮
内
義
彦
会
長
が
委
員
長
あ
る
い
は
議
長
を
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

ま
で
務
め
て
き
た
「
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
」
の
あ
と
を
受
け
て
、
〇
七
年

一
月
末
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
議
長
は
日
本
郵
船
の
草
刈
隆
郎
会
長
。

（
２
）
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
『
平
成
一
九
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ

い
て
（
答
申
）
平
成
一
九
年
八
月
一
〇
日
』
の
別
紙
１
。

（
３
）
『
平
成
二
〇
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て
（
答
申
）
平
成
二
〇

年
八
月
六
日
』
の
別
紙
１
『
平
成
二
〇
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
関
す

る
公
益
委
員
見
解
』。

（
４
）
藤
村
（
二
〇
一
五
）
お
よ
び
、
た
と
え
ば
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
『
二
〇
一
四

年
七
月
一
五
日

平
成
二
六
年
第
二
回
目
安
に
関
す
る
小
委
員
会

議
事
録
』
に
よ

る
。

（
５
）
前
掲
注
（
３
）の
答
申
の
別
紙
２
『
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
目
安
に
関
す
る
小
委
員

会
報
告

平
成
二
〇
年
八
月
四
日
』。

（
６
）
全
労
連
『
平
成
二
〇
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て
の
意
見

書
』（
二
〇
〇
八
年
八
月
五
日
付
）
な
ど
。
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（
７
）
同
上
。

（
８
）
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
度
ま
で
は
「
一
級
地
」。

（
９
）
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目
安
小
委
員
会
に
お
い
て
、
概
ね
毎
年
第
二
回
目
に
配

布
さ
れ
る
資
料
。

（
１０
）
連
合
主
催
で
二
〇
〇
八
年
七
月
一
一
日
に
行
わ
れ
た
「
最
賃
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
―

こ
れ
か
ら
の
最
賃
を
ど
う
考
え
る
か
」
に
お
け
る
、
石
田
光
男
氏
の
発
言
。『
ビ
ジ
ネ

ス
・
レ
ー
バ
ー
・
ト
レ
ン
ド
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
号
。

（
１１
）
総
評
の
最
賃
共
闘
委
員
会
で
は
「
過
去
の
業
者
間
協
定
方
式
の
時
代
に
出
さ
れ
た

最
賃
の
目
安
と
相
通
ず
る
点
が
あ
り
、
地
方
の
闘
い
を
統
制
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
と

理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
も
出
て
い
た
と
い
う
（
労
働
省
編
〔
一
九
八

一
〕
四
五
九
頁
）。

（
１２
）
特
集
で
直
接
参
照
し
て
い
る
厚
生
労
働
省
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
の
数
値

は
、
す
べ
て
一
〇
人
以
上
の
事
業
所
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
１３
）
厚
生
労
働
省
『
平
成
二
〇
年
高
年
齢
者
雇
用
実
態
調
査
結
果
の
概
況

平
成
二
一

年
八
月
二
〇
日
』（
二
〇
一
六
年
二
月
一
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
１４
）
近
年
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
目
安
小
委
員
会
に
お
け
る
『
主
要
統
計
資
料
』
か

ら
、
古
く
は
二
〇
〇
四
年
二
月
二
四
日
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
「
第
五
回
目
安
制
度

の
あ
り
方
に
関
す
る
全
員
協
議
会
」
議
事
録
の
「
資
料
６

地
域
別
最
低
賃
金
と
所
定

内
給
与
と
の
関
係
」
に
よ
る
。

（
１５
）D

ataset:
M

inim
um

relative
to

average
w

ages
of

full-tim
e

w
orkers

の
Japan

に
関
す
る
注
（
二
〇
一
六
年
一
月
三
一
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
１６
）
二
〇
〇
〇
年
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
掛
け
率
を
用
い
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
二
〇

〇
七
年
以
前
に
は
そ
う
し
た
掛
け
率
の
記
録
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、

二
〇
〇
七
年
の
法
改
正
の
前
の
同
審
議
会
で
は
、
実
際
の
金
額
を
論
議
す
る
う
え
で
生

活
保
護
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
値
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
総
務
省
の
『
家
計
調
査
報
告
』
に
お
い
て
も
、
可
処
分
所
得
の
率
は
二

〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
概
ね
減
少
傾
向
で
あ
る
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
に

つ
い
て
用
い
る
べ
き
掛
け
率
は
少
な
く
と
も
〇
・
八
六
四
以
上
と
思
わ
れ
る
。

（
１７
）
た
と
え
ば
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
労
組
等
の
役
員
と
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
等
の
人
事
担
当

者
に
よ
る
「
座
談
会

高
年
齢
者
雇
用
を
考
え
る
―
―
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
施

行
後
の
働
く
現
場
か
ら
―
―
」、『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
五
八
九
（
二
〇
〇
九
年
八
月
）。

（
１８
）
滋
賀
県
塗
料
製
造
業
地
域
的
最
低
賃
金
お
よ
び
広
島
県
広
島
市
・
東
広
島
市
塗
料

製
造
業
地
域
的
最
低
賃
金
。

（
１９
）
『
東
京
都
・
神
奈
川
県
の
二
〇
一
一
年
度
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
額
改
正
に

対
す
る
金
属
労
協
の
見
解

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
一
日
』。

（
２０
）
一
般
社
団
法
人
日
本
港
運
協
会
、
全
国
港
湾
労
働
組
合
連
合
会
、
全
日
本
港
湾
運

輸
労
働
組
合
同
盟
『
協
定
書
・
確
認
書
集
』（
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
一
日
付
）。

（
２１
）
東
京
港
、
横
浜
港
（
川
崎
港
を
含
む
）、
名
古
屋
港
、
大
阪
港
、
神
戸
港
、
関
門

港
。

（
２２
）
国
土
交
通
省
『
平
成
二
七
年
二
月
か
ら
適
用
す
る
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
つ

い
て

平
成
二
七
年
一
月
三
〇
日
』。

（
２３
）
『
平
成
二
六
年
度
第
四
回
多
摩
市
公
契
約
審
議
会
会
議
録
』（
二
〇
一
四
年
一
〇
月

一
日
）。

（
２４
）
野
田
市
『
野
田
市
公
契
約
条
例
の
手
引
（
業
務
委
託
契
約
）
平
成
二
七
年
六
月
』、

お
よ
び
、
国
土
交
通
省
『
平
成
二
八
年
度
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価

平
成
二
七
年
一

二
月
七
日
国
営
保
第
二
八
号
』。

（
２５
）
『
多
摩
市
告
示
第
四
九
六
号

平
成
二
八
年
度
労
務
報
酬
下
限
額
等
』
二
〇
一
五

年
一
〇
月
一
四
日
。

（
２６
）
『
平
成
二
七
年
度
第
四
回
多
摩
市
公
契
約
審
議
会
』。

（
２７
）
連
合
『
二
〇
一
三
連
合
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ

詳
細
版
』。

【
参
考
文
献
】（
執
筆
者
の
肩
書
は
い
ず
れ
も
執
筆
当
時
）

＊
石
井
繁
雄
（
情
報
労
連
・
労
働
条
件
担
当
部
長
）（
二
〇
一
五
）「
雑
感
…
…
欧
州
の
最

賃
、
日
本
の
最
賃
、
非
正
規
、
情
報
労
連
最
賃
」『
労
働
調
査
』
五
四
四
（
二
〇
一
五
年

八
月
）。

＊
井
田
和
子
（
私
鉄
総
連
・
企
画
調
査
局
）（
二
〇
〇
八
）「
産
業
別
最
低
賃
金
の
歴
史
、

課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
」『
労
働
調
査
』
四
六
七
（
二
〇
〇
八
年
八
月
）。

＊
稲
葉

潔
（
二
〇
〇
九
）「
産
業
別
最
低
賃
金
へ
の
取
り
組
み
事
例
１

基
幹
労
連
に
お
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け
る
産
業
別
最
低
賃
金
へ
の
取
り
組
み
」『
Ｉ
Ｍ
Ｆ

Ｊ
Ｃ
』
二
九
三
（
二
〇
〇
九
年
二

月
）。

＊
大
竹
初
夫
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
南
東
北
書
記
長
）（
二
〇
〇
九
）「
産
業
別
最
低
賃
金
へ
の
取
り
組

み
事
例
３

二
〇
〇
八
年
最
低
賃
金
の
取
り
組
み
―
―
福
島
県
の
事
例
」『
Ｉ
Ｍ
Ｆ

Ｊ

Ｃ
』
二
九
三
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）。

＊
小
畑
精
武
（
二
〇
一
四
）「
公
契
約
条
例
の
ひ
ろ
が
り
と
い
く
つ
か
の
課
題
―
―
賃
金
・

労
働
条
項
を
め
ぐ
っ
て
」『
労
働
法
律
旬
報
』
一
八
二
〇
（
二
〇
一
四
年
七
月
二
五
日

号
）。

＊
加
藤

昇
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ

Ｊ
Ｃ
最
賃
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）（
二
〇
〇
九
）「
産
業
別

最
低
賃
金
制
度
の
発
展
を
め
ざ
す
労
働
組
合
の
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
」『
Ｉ
Ｍ
Ｆ

Ｊ
Ｃ
』
二
九
三
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）。

＊
金
井

郁
（
二
〇
一
〇
）「
最
低
賃
金
と
生
活
保
護
の
整
合
性
を
再
検
討
す
る
」『
Ｄ
Ｉ

Ｏ
』
二
五
四
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）。

＊
川
口

章
（
二
〇
一
一
）「『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
一
九
八
九
―
二
〇
〇
九
年
の

概
観
」『
同
志
社
政
策
研
究
』（
五
）（
二
〇
一
一
年
三
月
）。

＊
川
口
大
司
・
森
悠
子
（
二
〇
一
三
）「
最
低
賃
金
と
若
年
雇
用
」
大
竹
文
雄
・
川
口
大

司
・
鶴
光
太
郎
編
著
『
最
低
賃
金
改
革
―
―
日
本
の
働
き
方
を
い
か
に
変
え
る
か
』
日

本
評
論
社
。

＊
神
吉
知
郁
子
（
二
〇
一
一
）『
最
低
賃
金
と
最
低
生
活
保
障
の
法
規
制
―
―
日
英
仏
の
比

較
法
的
研
究
』
信
山
社
。

＊
上
林
陽
治
（
二
〇
一
五
）「
公
契
約
条
例
な
ら
び
に
公
契
約
基
本
条
例
を
め
ぐ
る
論
点
」

『
自
治
総
研
』
四
三
五
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
。

＊
木
住
野
徹
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
労
働
・
調
査
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
長
）（
二
〇
一
五
）「
Ｊ
Ａ
Ｍ

の
最
低
賃
金
に
対
す
る
考
え
方
―
―
特
定
最
低
賃
金
の
再
興
を
考
え
る
―
―
」『
労
働
調

査
』
五
四
四
号
（
二
〇
一
五
年
八
月
）。

＊
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
会
編
（
二
〇
〇
九
）『
最
低
賃
金
で
一
か
月
暮
ら
し
て
み
ま
し

た
』
亜
紀
書
房
。

＊
桜
井
啓
太
（
二
〇
一
四
）「
最
低
賃
金
と
生
活
保
護
の
逆
転
現
象
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

そ
の
効
果
」『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
六
六
三
（
二
〇
一
四
年
一
月
）。

＊
須
田

孝
（
金
属
労
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
）（
二
〇
〇
九
）「
産
業
別
最
低
賃
金
へ
の

取
り
組
み
事
例
２

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
産
業
別
最
低
賃
金
へ
の
取
り
組
み
」『
Ｉ

Ｍ
Ｆ

Ｊ
Ｃ
』（
二
〇
〇
九
年
九
月
）。

＊
田
村
雅
宣
（
前
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
副
書
記
長
）（
二
〇
一
五
）「
中
央
最
低
賃
金
審
議
委
員

を
退
任
し
て
」『
労
働
調
査
』
五
四
四
（
二
〇
一
五
年
八
月
）。

＊
冨
樫
幸
子
（
電
機
連
合
・
賃
金
政
策
部
）（
二
〇
一
五
）「
法
定
電
機
最
低
賃
金
制
と
企

業
内
最
低
賃
金
に
対
す
る
電
機
連
合
の
取
り
組
み
」『
労
働
調
査
』
五
四
四
（
二
〇
一
五

年
八
月
）。

＊
一
般
社
団
法
人
日
本
港
運
協
会
、
全
国
港
湾
労
働
組
合
連
合
会
、
全
日
本
港
湾
運
輸
労

働
組
合
同
盟
『
協
定
書
・
確
認
書
集
』（
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
一
日
付
）。

＊
藤
村
博
之
（
二
〇
一
五
）「
最
低
賃
金
制
度
の
現
状
と
課
題
」『
労
働
調
査
』
五
四
四
号

（
二
〇
一
五
年
八
月
）。

＊
古
川
景
一
（
二
〇
一
三
）「
公
契
約
規
整
の
意
義
と
課
題
」『
季
刊

労
働
者
の
権
利
』

二
九
八
（
二
〇
一
三
年
一
月
）。

＊
松
村
文
人
（
二
〇
一
三
）「
私
鉄
の
産
業
レ
ベ
ル
労
使
関
係
―
―
中
央
統
一
交
渉
と
単
一

労
働
組
合
論
―
―
」
松
村
文
人
編
『
企
業
の
枠
を
超
え
た
賃
金
交
渉
―
―
日
本
の
産
業

レ
ベ
ル
労
使
関
係
』
旬
報
社
。

＊
安
井
喜
行
（
二
〇
一
四
）「『
低
福
祉
・
低
賃
金
』
政
策
の
基
軸
と
し
て
の
生
活
扶
助
基

準
」『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
六
六
。

＊
山
田
篤
裕
（
二
〇
一
〇
）「
国
際
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
観
た
最
低
賃
金
・
社
会
扶

助
の
目
標
性
」『
社
会
政
策
』
二
（
二
）（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）。

＊
吉
村
臨
兵
（
二
〇
一
〇
）「
最
低
賃
金
の
目
的
に
お
け
る
変
化
と
現
実
の
地
域
別
最
低
賃

金
の
妥
当
性
」『
社
会
政
策
』
二
（
二
）（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）。

＊
連
合
（
二
〇
一
二
）『
公
契
約
条
例
制
定
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

二
〇
一
一
・
一
一
・
二
九

作
成

二
〇
一
二
・
一
・
一
七
改
訂
』。

＊
労
働
省
編
（
一
九
八
一
）『
資
料
労
働
運
動
史

昭
和
五
二
年
』
労
務
行
政
研
究
所
。

＊
労
働
調
査
会
出
版
局
編
（
各
年
）『
最
低
賃
金
決
定
要
覧
』、
労
働
調
査
会
。
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